
地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名 称来来軒 赤羽店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o o I=

〒 1 1 5 - 0 0 4 5 区市 町村 名昌北区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫

赤羽.-21-3
以

事業所等の延床面積 92.o謡ゴ樫筆喫塾塑蟹箸 蛋簡匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 襲
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目撃墓所 日覆瀕譲(物販) 艶蕃,蟹設(飲食)

鯖 堺轟参義笹奪間 4暫連鎖化事業区分岨圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo.o268)
①

59 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑯)
②

105 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④:②十③)
④

106 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑤ 1,140,4kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排増ザ ー
使 用 ⑧ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

都市ガス □ Nm3 30,121.0 45.00 1,355.4 0,014 68,6

欝 その他 (LPG) ロ kg o.0 50・80 0,0 0,016 0・0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

義 その他O □ O,O
その他 () □ 0.0

一 一般電気事業者 昼間 (8時 ~22 時) □ kWh o.0 .9.97 0.0 0.382 0.0

気
がりの貝電 夜固(22時~翌日8時) □ kWh o.0 9.28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWーh 97,275.0 9.ヴ6 949.4 0.382 3ヴ.2

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,ヴ6 ⑭ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆#′##" メメメ @ 2,304.8がず〆′〆 ⑩ 105.ヴ
董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,452.0 / / 〆メメメメ o.200 0.5

他 公 共 下水 道 □ m3 2,4520 / "〆デーメ
ーデー

o.450 1.1

合計 ず#〆## メメメダメ#〆′〆〆′〆〆⑩ 1,6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1電気の使用、 道及び工 用 道のフの 用・′びに公ハ下スく道への に、リニ酸 火… は

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業 格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒま の実施

L実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 -1

その他 特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 赤羽東ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o o z聾

〒 1 1 5 - 0 0 4 5 区市 町村 名輔北区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

赤羽・-1-6 井戸弓赤羽駅前ビル
以

事業所等の延床面積 231%同 筆筆兎電宅蟹駅 蛋鷺=圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 目繋驚 (物販) 艶萎遭設(飲食)

鯖 髭窯認養参勢 中 国 連鎖化事業区分雷圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (① ◎ xo.o258)
①

86 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

150 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ 2 t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③:⑩)

総 計 (④.②+③)
④

152 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑤ 64ゲ.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種B-」 の 単位 使用量 係数 (GJ)
瀕

排
辱

米i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

辞駿』 ) 呂雫署3 31798:凝碁盤 L7og:琶 8:8ti 8畳み
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0,0

義 その他 O □ O・O
その他 () □ 0.o

r 鰯雲書者富麗i凝議≧目蔓帯蓑 8:8墓 3:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 169,111.0 9.76 1,650.5 0.382 64.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,76 qP o.0 0,382 ⑩ o.o

合 計 メ〆-〆ヂメーメザ メメメ〆′ q9 3,351,4 "〆〆′ #QS 150.7

孟 水道及びエ業用水道 □ m 8 3,207,o/ 〆 ## ′メメ o.200 0.6
他 公共下水道 □ m3 3,20ヴ○ /// メメメメデー

メ
o.460 1,4

合計 輝ず#′〆〆〆〆〆′がメ#〆 "′〆#ず⑨ 2,1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭 、 量 の内

※ 1 コな気 の に公ハ オ勺阻への z に、リー

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規 A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

残101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 -□目標達成した。 -1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工 規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名 称日高屋 西武新宿前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o o

〒 1 6 0 一 o 0 2 1 区市 町村 名=新宿区

事業所等 の所在 地町名 番
雫

歌舞伎町1-%-2 西武ビル
以

事業所等の延床面積 皿 .56ド 1婁筆現畿窄塾晴 虜副圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目撃
竃
所 □商業施設(物販) ー商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 ,兇鴇事養鰯 欄 連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭ xo.o258) ① ワツ kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 132 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

⑧ 2 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 134 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
870.9 kg"C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量米1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ ;⑧×⑨×44/12

嫌 繋 藍 那 ) 目
緬 3 30'285・3 45・oo 1'362・8 0‐o14 69.o
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.o
その他 () □ 0,0

裏-事務善書福冨蟹葛蔓…蓑徽 8:8麗 8:88:g琶i g:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k Wh 166,827.0 9.ヴ6 1,628.2 0.382 63,ゲ

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.ヴ6ーW o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 -〆--〆--メーザー〆が〆〆 ⑭ 2,991.1 メメメ"# ⑩ 132.7

董 水道及びエ業用水道 □ 4,oo6.0ノ // ′〆メメ 0.200 0‐8
値 公 共下水道 □ m3 4,oo6.o // ノ ーメー-.メー

ザー
o.450 1.8

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二 ぉヒ炭、蕩 量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の 用・びに公共下 道への に、リニ 里は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

日本工 規各A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルタ」の清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

塵績年度の目標達成の状況 =ロ 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等の名 称日高屋 新宿中央店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o o 4塾

〒 1 6 0 一 O 0 2 2 区市 町村 名馨新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

新宿3-34-16
以

事業所等の延床面積 76.3〆1婁筆現雫喝塾績苛蛋題=圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 頓
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口複合施設 □その他

鯖 鴬鴇参養基奪間 4雷連鎖化事業区分馨圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o268) ① 55 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 98 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,270,2 kg磯C02/1エー2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑧ ⑦ ⑥ {⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44′12

疑夏雇』 ) 自警3 2乳o筆者電器 .,21宣言 8:8琵 琶宣
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0,0

た駕篭8 目 8:8
裏-事務著書者看冨≦麗雷書目轍 8:8綴 8:88豊麗 8:8

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 94,302,0 9.76 920.4 0.382 36,0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※21kWh@ o.o 9.76 W o.0 0,382 @ 0.0

合 計 卿デー-.メメーメメーメメ /Q9 2,137.3 ## 〆〆 ⑩ 97.6

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,414.o///" ′′′〆 o.200 0.5
他 公共下水道 口 m3 2,414.0 / 〆 / メメメデー〆 o.45o LI

合計 メメメメ ′〆〆′メメメメ◎ 1,6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※ 1電気の使用、水道及び工 用 z 道の の ・びに公ノ、 く廻への こ、つ二 ▲

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 1-□ 目標達成した。 --

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 圏 無

特記事項に内容を記載その他



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 赤羽スズラン店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o o

T 1 1 4 一 0 0 4 5 区市 町村 名昌北区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
碧

赤羽2-4-4 高橋ビル
以

事業所等の延床面積 m 可〆唐黍兎畿喝篭雫 虜鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華麗所 日覆蓉掩護(物販) 関 譜設(飲食)

鯖 最鵠惨養観 中 岡 4苗連鎖化事業区分蟹圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.◎ xo,。258)
①

59 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑯)
②

105 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑨ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④.②+③)
④

l06 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 892.o kgc02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量汰1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ =(⑥ /1000)×⑦ ⑧ ⑩ ;⑧×⑨×44/12

癖覇』) 日電 “増量懲8 1,258:;総量 6g:g
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

裏一事誘善書場緊童二言寓目欝畳 8:8g豊三 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 109,845,0 9.76 1,0ヴ2.1 0.382 42,0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ o.o 9.ッ6 ⑪ o.o o.3821 ⑩ o.o

合 計 卿メタメタ'ヂメ タザメメメ ⑪ 2,322.8 ザ′〆〆 1⑩ 105.2

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,354.o / / がーメー o.2oo- o.5

イー", 公 共 下水道 □ m3 2,354.o / / メキー.メメーメメ
メ

o.4501 1,1

合 計 〆メーザー〆が〆〆〆〆メメーデーデーデーメメ′〆 「⑩ 1,5
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1#‐気の 、 旭 び工 用 く旭の くの ・′びに公ハ下水道への に 半う二酸化′′ボ ヒ出量は

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑲/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ茨 の実施

塵績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等の名称日高屋 新宿靖国通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o o

〒 1 6 0 一 0 0 2 2 区市 町村 名=新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

新宿3-23 一… く'ビル
以

事業所等の延床面積 鰯 .88=ゴ度筆現雫喝蟹箸 蛋鷺賢圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自
筆墓

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 複合施設 口 その他

是雷堺轟事養鯛 醸 4題連鎖化事業区分腎圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①ニ◎ xo.o258) ① 86 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 145 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 147 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤:⑨ x looo/事業所等の延床面積)

⑧
1,083.O kg-C02/m2

出原単位 りの量 (⑤:⑨ xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量※ー
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧:(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

辞 驚 も の 日
腕 3 25'864・8 45・oo 1'163‐9 0‐o14 58・9
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　　
裏-誓零零書茅雷雲墓園皇…菱徽 8:8禦 8:88琵琶 8:8

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 225,894.0 9.76 2,204.7 0.382 86.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※21kWh ー② o.o 9繋 qP o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆メーザーザーザー// ÷′ ⑪ 3,368,6 メメ## 〆 q9 145.2

そ 水道 及 び 工業用水道 口 m3 3,1570 / ーメーザーデー 0.200 0,6

他 公共下水道 □ m3 3,15m / デーメメメメ o.450 1.4

合計 メメ / 〆#′′〆′〆〆# ⑩ 2.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ D・o4 空調“ ルターの清掃,点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 1娯 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載その他

(日本工業規格A列4番)



の2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 大山店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o o 7博

〒 1 7 3 一 0 0 2 3 区市 町村 名=板橋区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

大山町31-1 第二中坪ビル
以

事業所等の延床面積 66.・ゴ唐黍現電窄蟹漬許婚鷺園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華
麗
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口複合施設 口その他

鯖 製亀壕養雛 醜 4冨連鎖化事業区分 直営店 圏加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑩ xo.o258) ① 39 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 67 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 68 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥;②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,013.6 kgC02/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量兼1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑧ ⑩=⑧×⑨×44/12

癖麗』) 自警313"2誘電88 611:宣 8:潰さ 駕
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36,70 0.0 0.019 0,0

繋 その他 O □ O・O
その他 () □ 0.0

要一鱒罫書蕃者冨豊麗豊三富麗…妻帯琶 8:8麗 8:88:灘 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW←h 94,010.0 9.ヴ6 917.5 0.382 35.9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0,0 9.76 ⑩ 0,0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 痴-.メーデーメデーメタ〆〆〆′ ⑩ 1,535.1 メメガ′〆 ⑩ 67.2

孟 水道及び工業用水道 □ m 3 2,913・o // 〆〆メメメ o.2oo o.6
他 公 共 下水 道 □ m3 2,913.o ′ / 〆"-〆メー

ザー
o.450 1.3

合計 メメ メ #### #〆## ⑩ 1.9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸化炭素排出量等の

※ l i請気の 用 、 道 及 び 工 z 胆 のフ の ・′び に公ノ、 く胆 への 2 こ、たつ二 は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑩/1,000)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

C02排出量 (延床面積当たり) kg‐C02/ 立.2 C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載



その2 体さ)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 オペラシティ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o o 8=

〒 1 6 3 - 1 4 9 0 区市 町村 名昌新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

西新宿3-20 一2 東京がラシテゼ鵬
以

事業所等の延床面積 66.oo同 筆筆要望窄誓覇者蛋闇馨- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 H
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途呂華麗所 鴎蓉驚 (物販) 艶菱驚設(飲食)

是雷堺琵蕎養鰯 間 4襲連鎖化事業区分 =・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo,o258)
①

24 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

44 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

44 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 666.6kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 ii の 単位 使用量 係数 (GJ) 瀕 排
辱

湘
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

辞寡藍那) 自警蔓312,498轟きg:88 56畳み 8:31き 誓書
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

議 その他 O □ O・O
その他 () □ 0,0

言蟹誓罫書電業者冨豊麗圭二雷警↓… 謙 8:8饗 8:88:灘 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 40,935,0 9,ゲ6 399.5 0.382 15,6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ o,o 9,76 QP O.0 0,382 ◎ o.o

合 計 が〆′〆〆 メメメ⑩ 961.6ダメメ〆〆 ⑩ 44.1
董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,2甑 o 〆 /## 〆′# 0・200 0.3
他 公共下水道 □ m3 1,2γ60 /// 〆 メヂメメ

#
o.450 0.6

合計 ザメメ〆〆〆〆〆ず′〆〆〆〆′〆〆⑩ 0.8
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

¥ DI04 空調ルルタ切 清掃・点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 E※ 、 ・ の

ー実績年度の目標達成の状況 1巴 目標達成した。 -』

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 高田馬場店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 1 0堕

〒 1 6 9 - o o 7 5 区市 町村 制新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

高田馬場3-2-15 第26東京ビMF
以

事業所等の延床面積 93.24図 1 筆現聾窄繋将 薪濁畳圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
竃
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口 複合施設 口 その他

鯖 鹿鴇参養鍋 剛 一 連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo,o268)
①

54 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑩)
②

9l t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④:②+③)
④

92 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑤ 975.9kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排浮 禦
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ {⑨・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

, 都 市ガス □ Nm3 18,009. ヴ 45.00 810.4 0,014 41.0

籍 その他 (LPG) □ kg o.0 50.80 0・0 0・016 0・0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0,0

義 その他() □ O.O
その他 () □ 0.0

眉 一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwrh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
刀も の貝縄 夜間(22時~翌日8時) □ kWrh o,0 9,28 0.0 0,382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合も咋むむ。) □ kWrh 133,118. ○ 9.ヴ6 1,299,2 0.382 50,9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ o.o 9.76 ⑭ o.ol o.3821 ⑩ o.o
合 計 メーメタメターデメー〆〆〆〆 ⑪ 2,109.ヴが〆〆〆# ⑩ 91.9

器 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,991.o // 虜メメメメ o.200 0.4
れれ 公共下水道 口 m3 1,991.o / ノ ダずメメ

メ
o.450 0.9

合計 ザメメメ′〆〆〆〆〆′〆〆# メメ′〆⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1ココ気の 用、フ道及び工 用 2 道の の 用・′びに公共下水旭への z に、リニ酸化′⑤、 出 ば

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ ,

ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒま の

1実績年度の目標達成の状況 IL口目標達成した。 --

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



(表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 池袋東口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o l l亜

〒 1 7 0 - 0 0 1 3 区市 町村 名昌豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

東池袋・-39-7 三恵ビMF
以

事業所等の延床面積 ・5788ト21筆筆呪讐望誓茅落雷駕=圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
裏
所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)

口 複合施設 口 その他

賭 群窪田参蚤鰯 7 6 2 4橿連鎖化事業区分彊圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo,o268)
①

60 k.

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑯)
②

105 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑧=⑩)

総 計 (④二②+③)
④

106 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 665.okg ‐co2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排辱 澱
使 用 ⑧ ⑦ ⑧ ⑥/・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

馨覇藁もの 日置3 24,5繋 駕:gB .,lo賜 漉き 5宣者
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

裏一事電罫書ぎ霊園== …董ww量 宣言饗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 128,536,0 9.76 1,254,5 0.382 49.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0,0 9.76 @ 0.0 0.382 @ 0.0

合 計 が# ザヂメーメ〆〆〆" ⑩ 2,360.2がメ#〆" ⑩ 105,0

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,330.o / ノ メメメ o.200 0.5

他 公 共 下水道 □ m3 2,330.o // ーメーザー・〆〆
デー

o,450 1.o

合計 "#′〆#" メメメ ##〆〆′〆#### ⑩ 1.5
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸 坊 ′、 E 量 の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化 w素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対 の

1実績年度の目標達成の状況 1隠 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 八王子店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o ・

〒 1 9 2 - o o 8 3 区市 町村 名=八王子市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

旭町6一.o 第51東京ビルーF
以

事業所等の延床面積 賜.・o図 1筆兎筆窄蟹駅 婚題=』年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華麗所 日覆蓉憲 (物販) 習馨藩設(飲食)

鯖 製鵠参養蕃奪飽 4=連鎖化事業区分 =・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭xo.o258)
①

ヴ3 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③-⑩)
②

128 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ 2 t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④二②+③)
④

130 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 1,039,8kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排中平 ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

樽聡硫の 巨富3 34キ宣驚二88 1,548:88驚き な言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,ヴ0 0,0 0.019 0.0

議 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

『懸罫書電萎増蜜豊麗雷電昌美器量 8:88畳g B:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 133,567.0 9.76 1,303.6 0.382 51.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,ゲ6 W o.0 0.382 蝦) 0.0

合 計 ## 〆## 〆メメメ W 2,843.6が〆#〆′ ⑩ 128.9
そ 水道及び工業用水道 □ m3 4,lmo/// メメ メ o.200 0,8
他 公 共 下水 道 □ 4,1ヴo.o / ノ ーメーメメー

ザー
o.45o I.9

合計 が′〆〆メメメ〆〆〆〆#〆′〆〆〆◎ 2.7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は・RI 。 気 の 、 2 旭 、 旭 の の 、′ こ公 ノ、 フ勺隠 へ の Z こ 、たっ

一
′′… ; 、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 H

特記事項に内容を記載

(日本工業規格



その2 信長)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 新宿東口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o ・

〒 1 6 0 - 0 0 2 2 区市 町村 糊新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

新宿3-21-1 清水館ビル
以

事業所等の延床面積 83・65同 筆筆現畿窄器斧爺薪鷺際・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 旦
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
驚
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口複合施設 口その他

鯖 髭潟重義鰯 7 61214麿連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-@xo,。268)
①

61 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②‐⑩)
②

loo t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④ご②十③)
④

lol t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,195.4kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻り の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排中平 ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ノ・ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44′12

疑寛忍ん。) 日電313,19開き総 59g:88:8li 38:ろ
及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

繋 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

要一憾誓書福冨豊麗誉豊富茎器量 8:8麗 8:88:g諺 漉
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 184,884.0 9.ヴ6 1,804,5 0.382 ヴ0,6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆メーザーメークメメ/ 〆 q9 2,398,5 "〆# ′〆 ⑩ 100.7

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,150.o/// ′〆メメ o.200 0,4
州ー公共下水道 ロ m3 2,150,o /// 那〆〆#

〆キー
o,450 1,o

合計 メ メ/ ′〆〆′〆〆〆′〆◎ 1.4
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1コゴ気の 、 道及び工 旭の の 、びに公ノ、 2く旭への‐ くに、リニ 獅 爪 は

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 工 ・A列4番



( )
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー実績年度の目標達成の状況 H口目標達成した。 "

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 神保町店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O 0 I 4輔

事業所等の所在地
T 1 O I O O 5 I 区市町村糊千代田区
町名 番 地
以 下

神田神保町2-14-4 朝日神保町プラザIF

事業所等の延床面積 93.oo=〆度筆兎筆喝蟹箸 蛋闇匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ヴ 6 2 4暫連鎖化事業区分 =圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o258) ① 54 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 96 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 97 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥;⑨ xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,o32.2 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量宋I

(t)
⑩=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 26,639.6 45.00 1,153.8 0.014 58.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36〃〇 0.O 0,019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kVVh 0.O 9.97 0,O 0.382 0.O

夜間(22時~翌日8時) □ k＼フvh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 99,698.0 9.76 9ゲ3.1 0.382 38.1

規貝1i第 5条の 17第3項の場合のみなし値※2 kvvh @ OD 9.76 QP OO 0.382 ⑩ 00

合 計 "〆〆〆⑪ 2,126.8 ザメダ〆〆⑩ 96.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,235.0 / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,235.O / 0.450 1.O

合 計 / "〆#ず〆⑩ 1.5

3 二酸化炭素排出量 の

1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩;(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ・ の ⑥、況

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 -1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 上野店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 5撞

事業所等の所在地
T I 1 O O O O 5 区市町村対台東区
町名 番 地
以 下

上野 6-8-4 五味ビル IF

事業所等の延床面積 93.96図 筆筆兎雫喝繋箸 錯駕覇』年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 … 4襲連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o268) ① 53 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 92 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ 1 t

総 計 (④二②+⑨) ④ 93 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
979.1 kg“C02/ ヱヱ12

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量澗
(t)

⑩=⑧×⑧ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 21,685.0 45,00 975.8 0.014 49.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.ヴ○ 0.O 0.019 0,O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0,O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k頓Jh 0.O 9.97 0.O 0.382 0,O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kvvh 0,O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 112,955.O 9.76 1,102.4 0.382 43.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ② oo 9.ワ6 ⑪ op 0.382 ⑩ oo

合 計 / ⑩ 2,078,3 が〆"〆〆⑩ 92.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,688.O / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,688.O / 0.450 0.8

合 計 / "ず〆"〆⑨ 1.1

炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への フこ、リニ
⑩;(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬二(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

CZ08 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒま の実施

1実績年度の目標達成の状況 1巴 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 中野店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O I 6睡

事業所等の所在地
T I 6 4 O O O I 区市町村名=中野区

町名 番 地
以 下

中野5一65一10 中野サンモール浜口ビル

事業所等の延床面積 93,61回 1筆現畿喝饗駅 婚篤塵・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 種
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 間 4劃連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o268) ① 54 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 98 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥二②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,o36.2 kg榊Co2/m2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ (⑧/1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量照
(t)

⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 28,005.9 45.00 1,260.3 0.014 63.8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0,016 0,O

その他(灯油) □ L 0.O 3670 0.O 0.019 ・0.O

その他 () □ 0,O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kWh 0,O 9.97 0.O 0,382 0.O

夜間(22時~翌日8時) □ k＼~h 0,O 9.28 0.O 0,382 0,O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k▽vh 87,762,0 9.76 856.6 0.382 33.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.76 @ 0.0 0.382 @ 00

合 計 "〆〆〆 ⑩ 2,116.8 #〆′"# ◎ 97.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,121.O / 0.ZOO 0.4

公共下水道 □ m3 2,121.0 / 0.450 1.O

合 計 〆 ぽ′#〆〆⑩ 14

一酸化炭素排出量等の内

※1 電気の使用、水道及び工業用水道の水の 用・′びに公 大胆への こ、っ- - 、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

塵績年度の目標達成の状況』ロ目標達成した。 1-

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工 規格A列4番)



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 吉祥寺南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o I 7-

〒 1 8 0 - 0 0 0 3 区市 町村 劉武蔵野市

事 業所等の所在 地町名 番
聖

吉祥寺南町1 -7 雪ビルーF
以

事業所等の延床面積 90.・3同 筆勢 兎 窄塾蟹 鋳禽戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
竃
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口 複合施設 □ その他

鯖 霊亀零蚤貧奪徽 4劃連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo.o258)
①

82 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑯)
②

142 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ 2 t
排 出 量 伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

144 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑩ 1,575.5kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排孝平敷ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ {⑥/Iooo〉x⑦ ⑧ ⑩ ⑧×⑨×44′12

輝寛忍乙岡 目富3 35,68畳8驚喜8 1,6o宣言 8:81言 8る言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 () □ O.O
その他 () 口 0.0

裏一事電界善書増驚冨豊麗日差葛童耳:88:葺屋 8:88:灘 8:3
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 161,324.0 9.76 1,574.5 0.382 61.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @} 0.0 9,ゲ6 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 メメメ# 〆〆〆メメメ越} 3,180,4 "′′#〆 ⑩ 142,9

孟 水道及びエ業用水道 □ m 3 3,5ヴ4.o// 〆′ずメメ o.200 0.ゲ
他 公 共 下水 道 □ m3 3,574.o メタメタメメタメ

メ
o.450 1.6

合計 が#〆ずメ メメ〆###ず#〆〆### ⑨ 2,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素蕩 量 の内

※1ニ慧丸の 、 胆 び工 z 旭の の 、′び こ公ハ バ旭への

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地妻淋温暖 宏 だの

1実績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

日 工 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 御徒町南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 0 I 9蔭

事業所等の所在地
T I I 0 O O O 5 区市町村湖台東区

町名 番 地
以 下

上野 3-20-8 小島ビル IF

事業所等の延床面積 m.98同 筆筆現雫喝誓善所蛋闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 醐 T4= 連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.0268) ① ヴ5 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 130 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑨=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 131 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延休園横当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
802,5 kg‐C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑧"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量宋1

(t)
⑩」⑧ ×⑨×44/i2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 30,357.8 45.00 1,366.I 0.014 69.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0,O 36.ワ〇 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWーh 0.O 9.9ヴ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kvvh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 159,97 ヴ.○ 9.ヴ6 1,561.4 0.382 61.1

規則第5条の" 第3項の場合のみなし値※2 kWh ② 0.0 9.ツ6 ⑪ 00 0.382 ◎ 0.0

合 計 / Q9 2,927.5 ガ〆′#〆⑩ 130.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,653.0 / 0.200 0,5

公共下水道 □ m3 2,653.0 / 0.450 1.2

合 計 〆 "#〆#〆⑨ 1亨

3 二酸化炭素排出量等の内

1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化′′、 出里は、
⑲=(⑥",000) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩;(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
　
ネ
　　

ギ Dm4 空調“ルターの清掃点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対 の

1実績年度の目標達成の状況 1ー□目標達成した。 ーー

特記事項に内容を記載

日 工 ◆A列 4番



その2 (表そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 亀戸店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 2

〒 1 3 6 - 0 0 7 1 区市 町村名=江東区

事 業所 等 の所在 地町名 番
雫

亀戸5 -6 大関屋ビルーF
以

事業所等の延床面積 98,88図 1筆兎聾窄蟹帯 薪蕎劃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆麗所 日覆豊麗(物販) 艶蕃驚設(飲食)

鯖 製鴇事養鍋 俄 4暫連鎖化事業区分苗・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①‐⑭ xo.o268)
①

57 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑮)
②

97 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ◎ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②十③)
④

98 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑤ 980,9kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 ii の 単位 使用量 係数 (GJ) 撫 『 ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑧ ⑩ ⑧×⑨×44′i2

馨覇雇もの 目雫薯3 2o,5ヴ開き謡8 92g:88驚き 4宣者
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0.019 0,0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

裏-事務群者富麗憲謬自警芸 8:8g:墓; 8:88豊麗 漉
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 133,408.0 9。ウ6 1,302.1 0.38念 51.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.o 9.76 ⑩ 0.o o.382 ⑩ o.o

合 計 "′# ′# 〆メメメ W 2,22ヴ.9 #〆"〆〆 ⑩ 97.8
軍 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,948.o / 〆 "〆メメメ o.200 0.4
袖,公共下水道 口 m3 1,948.o //# 〆メヂメ

メ
o.450 0.9

合計 〆#′#メメメ〆〆′〆## メメ′〆⑩ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二酸化炭素排出量等の

※ 1 コ±気の 、 道及 び 工 く胆 の の ・′び に公ノ、下水胆 へ の に、リニ 友 ′′… は

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規各A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

¥ D,似 空調勿 ターの清掃・点検
対 ・

策 設備保守対策

蹴101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

医績年度の目標達成の状況 1際 日標達成した。 11

特記事項に内容を記載その他

日 -工 A列 4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等の名称日高屋 吉祥寺本町通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o z ・劃

T 1 8 0 - 0 0 0 4 区市 町村 名昌武蔵野市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

吉祥寺本町1-13-3 竹本ビルB1
以

事業所等の延床面積 ・40.44岨ゴ睡筆兎雫宅誓茅許婚題FI 年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
鞭 墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口複合施設 □その他

鯖 ,堺渦参養蕃奪俄 4冒連鎖化事業区分菖・直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの掌菱告更耀 H25,m H25,曜 改装ェ事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①一⑭ xo.o268)
①

54 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑩)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑬)

総 計 (④=②÷⑨)
④

93 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 655.o kg‐co2/m2
排出原単位 りの量(⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ =(⑥ /1000)X ⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨ X4釘12

瞬騎』) 日置319,oを三養基8 85畳宣 8:髭 智者
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O,O
その他 () □ 0.0

裏-鰯雲鰭者冨霊園霊…套帯に 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 12ゲ,691.0 9,76 1,246.3 0,382 48.8

規則第頭納 1甥筋項の場合のみなし値※2 kt)i/h② 0,01 9.76 QP O.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 "デーメーメーー〆 / ⑩ 2,104.7 メメ # 〆 @ 92.2

孟 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,oo5.o / 〆 ′′′′# o.200 0.4
他 公共下水道 □ m3 2,oo5.o ///" ザザメ -

メ
o,450 0.9

合計 〆〆 / 〆ろ 〆#⑩ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1電気の 用、z 道及び工 用z 道の の 用・びに公ハ下水道への z に、リニ酸化′ 、 出 は

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

翌101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の 施、、況

1実績年度の目標達成の状況 IL□日標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列



その2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 新小岩駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 2

事業所等の所在地
T I 2 4 O O 2 4 区市町村名馨葛飾区
町名 番 地
以 下

新小岩 1-48 一 9 桜ビル IF

事業所等の延床面積 鑓 o同 筆筆兎雫亀蟹蟹 鯖鷺声・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 量
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □ 商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 14題連鎖化事業区分騒圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o258) ① 66 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:②十③) ④ 116 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
1,183,1 kg‐C02/,,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

@ド(⑥△○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量湘
(t)

⑩:⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 28,024.3 45.00 1,Z61.1 0,014 63,8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0,O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.ゲ〇 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0,O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間(8時~22 時) □ kVVh 0.O 9.97 0.O 0.382 0,O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kvvh 0.O 9,28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 136,465.0 9.76 1,331.9 0.382 52,1

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ oo 9.76 ⑪ oo 0.382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 2,593,0 "〆〆′′⑩ 115.9

そ
の
値

水道及び工業用水道 □ m3 2,959.1 / 0.200 0,6

公共下水道 □ m3 2,959.1 / 0.450 1.3

合 計 〆 ダメ〆′げ W 1,9

二 ぉヒ炭素 E 量等の内訳3

※ 1 電気の使用、水道及び工 用 道の z の ・′びに公ハ 水道への Z こ、つ二 ′

⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ Dm4 空調,〃“ -の清掃,点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

医績年度の目標達成の状況 』□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 口 圏 無

特記事項に内容を記載

日 工 規 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 八王子横山店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o o z

〒 1 9 2 一 0 0 8 1 区市 町村 名=八王子市

事業所等 の所 在 地町名 番
雫

横山町6-7 広瀬ビMF
以

事業所等の延床面積 γo.60隣唐黍現亀窄繋帯 餅麗園・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自
筆墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 口 その他

鯖 製鴇事養鰯 欄 4雷連鎖化事業区分醒圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 46 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 80 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

⑨ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 81 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
I,133.1 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閣
使用 係数 (t)

⑧ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑧×44/12

擬 蓄蔵も の 目
Nm3 18,o81‐3 45‐oo813. ヴ o‐o14 41‐2
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () 口 0.0

要一鱒罫書書鱈豊麗舗寓目澱 8:8饗 8:88:g龍 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWーh l02,231.0 9.76 997,8 0.382 39.1

規則第 6条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ○.0 9,76 QP O.o o.382 ⑩ o.o

合 計 -メーザーメーザー′ ⑭ 1,811.4 "ダメメメ ⑩ 80.2

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,695.o / 〆メメメ o‐200 0.3

他 公 共 下水 道 □ m3 1,595.o / / 〆メーザー〆
『〆デー

o.450 0.ヴ

合計 メ メ /# 〆′〆#ザメメメメ⑩ 1,0
※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸ヒ炭素排出量等の内訳3

※1電気の使用、水道及び工、用水道の7 の 用・′びに公共下zく道への に、リニ は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工、規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ず DI04 空調,〃“ -の清掃点検
対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工 規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 浅草橋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 2 4=

〒 1 1 1 ‐ 0 0 5 2 区市 町村 名旺台東区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
艶

隔・一13-4 堀口ビル1F
以

事業所等の延床面積 ・・4.o5同 筆筆要望窄弓野許婚闇匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 腎
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途日
華麗

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□複合施設 □その他

鯖 製鴇壕義鯛 欄 4蟹連鎖化事業区分轟圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,。268)
①

60 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②‐⑩)
②

104 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④二②+⑧)
④

105 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 911.8kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥=(⑥ /1000)×⑦ ⑧ ⑭ ⑧×⑨×44/12

癖騎』 ) 目富3 22,688客登臨 Lo28:88:麗 筆零
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0,0 0,019 0.0

義 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

す懸鰭福濃霧覇警書目蓑器量 8:8g:基茎 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) 口 kwh 137,400.0 9.76 1,341.0 0.382 52,5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑫ o.o 9.76 ⑪ 0,0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆メーザーメメガ / ノ @ 2,361.7 "′# ′′ ◎ 104.1

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,193.o 〆 /# 〆〆′′ o.200 0.4
他 公共下水道 □ m3 2,193.o / /" メメメ

メ
o.450 1.o

合計 メ メメメ #〆#′〆′〆〆〆⑩ 1.4
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸化炭素排出量等の内

※l i 気の 、 道及び工 旭のz の ・′びに公ハ く への z に、リニ は

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の4 地球温暖化対 の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 "□目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

日本エー規 A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称中華一番 町田中央店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 2 5 劃

〒 1 9 4 - 0 0 1 3 区市 町村 名腫町田市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
響

原町田6-9-7 東急ビMF
以

事業所等の延床面積 繊 2図 筆筆現畿望蟹蟹 雷題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
題
所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口複合施設 □その他

鯖 製窯愚養釜奪徽 4撞連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo.o268)
①

46 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑯)
②

79 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②十③)
④

79 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,173.4kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑤=⑨×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の繊 ri の 単位 使用量 係数 (GJ) 模擬 . 排中平粗
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ -⑥ /Iooo}x ⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

都 市ガス □ Nm3 18,247.5 45.00 821.1 0,014 41.5

軒 その他 (LPG) □ kg o.0 50.80 0・0 0・016 0,0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () 口 0.0
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
がりの員電 夜間(22時~翌日8時) □ kWrh o.0 9,28 0,0 0,382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 98,588.0 9.76 962.2 0.382 37.7

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0.0 9.聡 @ 0.0 0.382- ⑩ 0.o

合 計 メメメ′ / @ 1,783.4"〆′〆〆 ⑩ ゲ9.2
そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,263.o /// -メーメー o.200 0.3

他 公共下水道 □ m3 1,263.o// メ メーメメメ
#

o.450 0.6

合計 "#〆′メメメ〆が#〆〆#研〆メメガ⑩ o.8
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 気の 、Z 旭 び 廻 の 2 の 、′ 、こ怨ノ、 Zb 阻への こ、っ一 里

⑩=(⑥ ",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況一際 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

日 工 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 池袋西ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 2 6報

事業所等の所在地
↑ I ヴ I O O 2 I 区市町村名岨豊島区

町名 番 地
以 下

西池袋 1-13-5 シーガルハウスビル IF

事業所等の延床面積 ヴ醐狐〆睡筆禦畿喝塾雫婚題劃-年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 昌
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4電連鎖化事業区分暫・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo,o258) ① . 6ヴ kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑨=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 116 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,452.O kg-C02/ 立12

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ =(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量太1

(t)
⑩ =⑧×⑨×44/i2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,955.2 45.00 1,123.0 0.014 56.8

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0,O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0,019 0.O

その他 () □ 0,O

その他() □ 0,O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kvvh 0.O 9.9ヴ 0,O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kvvh 153,272.0 9.ヴ6 1,495.9 0.382 58.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh @ 。,0 ー 9,76 ⑩ oo 0,382 ⑩ op

合 計 / ⑩ 2,618,9 〆′メダメ⑩ 115.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,779.0 / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 2,ヴヴ9.〇 / 0.450 1.3

合 計 / が′#〆" ⑩ L8

3 二酸化炭素排出量等の内

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の1 用・′びに公ハ下 K胆への こ、リニ
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 町田東ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o z 一

〒 1 9 4 一 0 0 2 2 区市 町村 名=町田市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
型

森野・-37-lo 田中ビルiF
以

事業所等の延床面積 γa14ト21婁筆兎聾喝誓茅許婚闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
自筆墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□複合施設 □その他

鯖 ,堺渦参養参奪欄 4摺連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①:⑭ xo.o258) ① 40 風

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 71 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

③ o t

総 計 (④=②十③) ④ 71 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=⑨×1000/事業所等の延床面積)

⑥
970,7 kg‐C02/ 江.2

排出原単位 りの量 (⑥=⑨xlooo/

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量釈1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ (⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44/12

辞駿もの 目ゼー8,98開き綴 85g:38驚き 4g:g
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ヴ0 0,0 0.019 0.0

対駕篭8 目 8:8
電

一般電気事業者 昼間 (8時 ~22 時) □ kwh o.0 9.9ヴ 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜m,{22時~翌日8時) □ kWh o.0 9,28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合そ昨;む。) □ kWh 75,270.0 9.ヴ6 734.6 0.382 28.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値粥 ーkwh@ o.0 9.76 @ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 "ザ -.メメーメメメノ 〆 qP 1,588.8 〆′〆〆 ⑩ 72.0

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,333.o / ノ÷′ #-メ タ o.200 0.3

他 公 共 下水道 □ m3 1,333.o /// -メタメーザー
メタ

o.450 0.6

合計 〆// 〆ラ / ◎ 0,9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1 電気の使用、水道及び工 用 z 道のフの 、′びに公ハ 水坦への- z こ、リニ ‘ ′′…

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪二(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

-実績年度の目標達成の状況 --□ 目標達成した。 -1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

C02排出量 (延床面積当たり) kg-C02/ 立.2 C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載

日本工業規 A列4番)



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 竹の塚店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 2 8塾

〒 1 2 1 一 0 8 1 3 区市 町村 名=足立区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

竹ノ塚6-u-1
以

事業所等の延床面積 67.4ヴ開 墾筆勢塾窄蟹蟹 薪篤馨□・年度分 圏・年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目撃竃所 日覆蓉憲 (物販) 艶菱遭設(飲食)

鯖 最亀重義鰯 7 中 国 連鎖化事業区分暫圃直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの楳変告更内餐融班 7営業終了

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (① ⑭ xo.o268)
①

1l kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑩)
②

19 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十⑧)
④

19 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 281.6kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量米1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ド(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑲=⑧×⑨×44/12

疑寛雇え。) 自警3 5,o需 電器 22器量gil lき宣
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0,0

繋 その他O □ O,O
その他 () □ 0,0

要一壁誓罫書書者冨都塵雷電自警器量 8:8書室喜 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW も 20,529.0 9.76 200.4 0.382 7,8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 @ 0.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 "### ′ 〆〆〆′ W 428.7′′#"# ⑩ 19.4

そ 水道及び工業用水道 □ m3 446.o /// メメメメ o.200 0.1

他 公 共 下水道 □ m3 446,o / / -〆メーヂヂメーメメ
タ

o.450 0,2

合計 〆〆メメダ "〆〆〆"〆メメメぜ"#〆# ◎ 0.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 充ヒ炭… 量 の内

※l i 気の 、 胆 ぴ工 z 坦の の ・′び こ公ノ、 大胆へ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

¥ DI0 空調“ルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ・策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 門前仲町店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 2 9聾

〒 1 3 5 - o 0 4 8 区市 町村 名=江東区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

門前仲町・-7-. ・寿司長ビルL2F
以

事業所等の延床面積 服 .7 唐黍塊電響蟹覇 併闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 口 その他

鯖 ,製鵠事養鰯 欄 4璽連鎖化事業区分彊圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o258)
①

54 k l

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量⑥-⑩)
②

96 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②+⑧)
④

97 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑨ 907.5kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排
辱

宋ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /,ooo}x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44′12

辞雲雇え。) 日電3 26,6ヴ開き懸 L2og:宣 8:81き 68:;
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () 口 0.0

裏-轡喜寿鱈増冨箪呈冨露夏目器量 8:8麗 8:8凝議 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW←h 93,831,0 9.76 915.8 0,382 35.8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,0 9.76 QP O.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆デー-〆メーダメメ/ ノ qP 2,116.3 ず′′′ ⑩ 96.6

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,39m //" 〆〆## o.200 0.5
他 公共下水道 □ m3 2,39ヴ○ / ## メメメ o.450 1.1

合計 "#′#メ メメメ"#〆〆〆 "〆〆"# ⑨ 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

匪績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 1」

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 蒲田東口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 3

〒 1 4 4 ‐ 0 0 5 2 区市 町村 名睡大田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

蒲田5-18-6IF
以

事業所等の延床面積 獅 .97図 1筆喫雫窄蟹覇 蟹駕匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自
筆墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 口 その他

鯖 ,堺端事養鰯 欄 4睡連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o258) ① 79 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 141 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に .
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑱)

⑧ 2 t

総 計 (④=②+⑨) ④ 143 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o21.9 kg-C02/1 ヱ12

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閑
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ ⑥/1000)X ⑦ ⑨ ⑩ =⑧ X⑨ X44月2

疑 驚』 ) 日電3 39,19開き麗 1,76g:88:躍 増宣
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0,0

議 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o,0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o,0 9.28 0,0 0,382 0,0

その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 135,ヴ33,0 9.76 1,324.8 0,382 51.9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,76 ⑪ o.o o.382 ⑩ o.o

合 計 -〆-〆--メーザー〆がメ′ ⑭ 3,088.7 #ず〆 " 〆 QS 141.1

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 3,419.o/ / 〆′ # 〆 0.200 0.ヮ
値 公 共 下水 道 口 m3 3,419.o /// -メ メー

ザー
o.45o I,5

合計 メ メ /# ず〆##〆〆〆′〆⑨ 2,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

二 ぉヒ ′、 量 の 内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の 用並びに公共下水道への に、ラニ は、
⑲=(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ D・o4 空調“ ルターの清掃,点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

区績年度の目標達成の状況 =ロ 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本



その2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 東十条店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O O 3 1=

事業所等の所在地
T I I 4 O 0 0 I 区市町村名撞北区

町名 番 地
以 下

東十条 3-16-6 ルーカス東十条ビル 1・2F

事業所等の延床面積 断.・6回 1筆現雫窄蟹駅 婚題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 岨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □ 商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4薗連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

.

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo,o258) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 88 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
553.5 kgいC02/ 江

3 二酸化炭素排出量等の内

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ (⑥/1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量宋ー

(t)
⑩=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 14,832.4 45,00 6675 0,014 33.8

その他 (LPG) □ kg 102.3 50.80 5.2 0.016 0.3

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ k、wh 0.O 9.9 ゲ 0.O 0,382 0,O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kWh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 140,843.O 9.76 1,374.6 0.382 53.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kVVh ② op 9.76 W OP 0.382 ◎ oo

合 計 / ⑭ 2,04 ヴ.3〆′#〆〆⑩ 8ワ,9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,295.O / 0.200 0,5

公共下水道 □ m3 2,295,0 / 0.450 1.O

合 計 〆 〆〆メメメ⑩ 15

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ D・僻 空調“ルター 清掃.点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 と、 の実施状況

医績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 立川南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 3 2撞

〒 1 9 0 - 0 0 2 3 区市 町村 名璽立川市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

柴崎町3-5-4 親松ビM ・2F
以

事業所等の延床面積 皿 .98霞一度筆兎畿窄塾蟹 蛋溺=圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 冒
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
自筆題

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□複合施設 □その他

鯖 澱鴇参養鰯 瞬 4聾連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① ケー kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 122 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④:⑨+⑧) ④ 123 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの星【(⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
635。4 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排甲ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥/・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

癖 寛忍ん 。) 目
Nm ゲ588‐3 45‐oo l,241‐5 o‐o14 62‐8
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0,0

繋 その他 O □ o.o
その他 () □ 0.0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o,0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22畔~翌日8時) □ kWh o.0 9.28 0.0 0.382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k→Wh 155,251.0 9.ヴ6 1,515.2 0.382 59,3

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.ヴ6 @ 0.0 0,382 ⑨ 0.0

合 計 ### 〆デー′〆〆〆 ② 2,756.7が#ダ#′ ⑩ 122.1

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,6m.o// ノメメ ## 〆 o.200 0‐5
他 公共下水道 □ m3 2,68m // 〆メメメメメ

メ
o,450 1,2

合計 メメ /"# 〆′メダメメ郊 1,7
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸化炭素排出量等の内

・.・1 コ ヌ氏0) 、 .′蓑ヨ 憩三 ・′ 」メミノ、 く真三′＼ Z 」 つ-- 友 ′′′・ 十

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒま の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 秋津店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 3 3-

〒 1 8 9 - 0 0 0 1 区市 町村 名=東村山市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

秋津町5-8-i
以

事業所等の延床面積 84,24駆m21婁葦塊聾聖秀野許婚濁声・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 琢蓉窯繋(物販) 艶菱渚設(飲食)

鯖 ,製鵠零養笹奪 71概 暫連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o258)
①

57 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)
②

loo t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④に⑨+③)
④

lol t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,187.okg‐c02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排亨ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ {⑧/・ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

辞驚』 ) 目富3 27,358登第:881,238:琶 8Bまき 増量
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,ヴ0 0.0 0,019 0,0

義 その他O □ O.O
その他 () □ 0,0

要-鱒罫書蕃者看憂欝二言盟…欝著 8:8禦 8:8宣言蟹 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k「Wh 101,167.0 9.76 987.4 0,382 38.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.0 9.76 W o.0 0,382 ⑩ 0.0

合 計 ぽが#〆# 〆〆〆′ ⑩ 2,218,2"メメ#〆 ⑩ 100.9

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,271.o 〆 // がザーザー o.200 0.5

他 公 共 下水道 口 m3 2,2710 /// -〆メーデーメタ o.460 1,o

合計 が′〆〆が〆メメず#ず#〆 "が〆ず〆⑩ 1,5
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸ヒ炭素排 量 の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩={⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

CZ08 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 -L□目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

日 工 A列



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 浅草雷門店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 3 4=

〒 1 1 1 一 0 0 3 4 区市 町村 名騒台東区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
聖

雷門・-・4-7 朝日雷門マンシ}.F
以

事業所等の延床面積 ・36.9ヴ同 筆筆兎畿堰等茅評蟹鷺昌□・年度分 一年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途旨覇所 呂慶驚 (物販) 鞭善導設(飲食)

鯖 鹿窯露養欄 間 4=連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの撲変告更繋 H25班 H25班 7改装ェ事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-@xo.o258)
①

5o k.

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑩)
②

87 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④:②+⑨)
④

88 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 635.l kgwc02/m2
排出原単位 りの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 瀕 排亨ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩.⑧×⑨×44′12

, 都 市ガス □ Nm3 19,949.8 45.00 89ヴ.7 0.014 45.4

籍 その他 (LPG) □ kg o.0 50.80 0.0 0,016 0・0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36,ヴ0 0,0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.o
その他 () □ 0.0

一 一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ k一Wh o.0 9,97 0.0 0.382 0.0

気 がリリ貝鴎 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o,0 9.28 0,0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWーh 110,2 ヴ9.0 9,ヴ6 1,0ヴ6.3 0.382 42.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② ○.0 9.76 w o.01 0・382 @ 0・0

合 計 メメメーメメタ〆がメメ W 1,974.1"〆′〆〆 ⑩ 8ゲ.6

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,336.o// ÷/ メメメメ o.200 0.5

他 公 共 下水道 □ m3 2,336,o /// ーメーデー呼メ
メ

o.45o I.I

合計 #〆ずずメメ〆〆が#〆′#〆′〆〆# ⑨ 1.5
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、・NI 鍛 丸 の 、 胆 、 Z 胆 の Z の 、′ 、こ鰻ノ、 大 胆 へ の Z こ 、っ一 ;

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

蹴101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー実績年度の目標達成の状況 H□ 目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 東武練馬店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3

事業所等の所在地
T I ヴ 5 O O 8 3 区市町村名=板橋区
町名 番 地
以 下

徳丸 2-3-3 東武練馬ムラ清ビル 11・2F

事業所等の延床面積 醐.6ゴ睡筆要望窄蟹帯 蛋闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 醜 4暫連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=@xo.o268) ① 44 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 81 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 82 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤;② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
625.O kgC02/m2

排出原単位 りの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧:{⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

移E出量閑

(t)
⑬=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,653.1 45.00 1,154.4 0.014 58.4

その他 (LPG) □ kg 0.O 50,80 0,O 0,016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9,97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kWrh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWーh 60,148.O 9.ヴ6 587.0 0.382 23.O

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ⑩ oo 9.76 QP O.0 0.382 ⑩ oo

合 計 〆〆〆〆⑩ 1,ゲ41,4 "〆"′〆⑩ 81.4

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,096.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,096.0 / 0.450 0,9

合 計 "〆〆〆 ザメダ#〆⑩ 14

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に、リニ酸 ′く、 は
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工、規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ D・o4 空調“ル の 清掃.点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖と対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況「ー口目標達成した。 ーー

の目標5 提出年度の地球温暖化対
目 標 の 有 無 □ 有 圏

ンク C02削減率ベンチマーク区分

2 C02排出量 (総量)C02排出量 (延床面積当た

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 六本木店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 3 6=

〒 1 0 6 一 0 0 3 2 区市 町村 名=港区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

六本木7-14-2 六本木三清会館IF
以

事業所等の延床面積 84.44図 筆筆兎畿喝繋覇 薪禽=圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目撃墓

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 複合施設 □ その他

誌 製鴇事養鰯 醒 4暫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 70 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 124 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②+③) ④ 126 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥;② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,468.4 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量※1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑨×44/12

辞驚』 ) 目地璽3 33,91繋駕:881,52宣言 8驚き γ;萱
及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

義 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.o

r 懸善書者墓園臓覇… 鎌 8:8禦 8:88琵琶 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) 口 k、Wh 124,364.0 9.ヴ6 1,213,8 0.382 475

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh ② ○.0 9.γ6 ⑩ 0.0 0.382 ⑩ o.○

合 計 -メーデーメ タ ′ @ 2,ヴ40.1## ′# 〆 ⑩ 124.7

孟 水道及びエ業用水道 □ m 8 3,608.o// メメメメ 0・200 0.ゲ
イ中 公共下水道 □ m3 3,608.o / ノ "# メメ

メ
o,45o I.6

合計 メ メ 〆 "〆′##〆〆〆′#⑩ 2.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1電気の使用、水道及び工業用水道の の 用・びに公ハ下水、への り に、リニ キ

⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 工 ゾ A列



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A新一4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 浅草ROX 前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 3 4

〒 1 1 1 - 0 0 3 2 区市 町村 名昌台東区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫

浅草1-25-1
以

事業所等の延床面積 眺 .・ゴ度筆現雫喝響晴 蛋闇=- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆驚所 自彊蓉憲 (物販) 艶 譜設(飲食)

鯖 製鴇壕養繁 徽 4馨連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo,。268)
①

ヴー kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑯) ② ・go t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十⑧)
④

121 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 605,4kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種B-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排雪ザ i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44′12

嫌馨婁忍ん。) 日置3 25,o2漉き綴 1,128:g8:8{i 51:8
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0.019 0.0

繋 その他 () □ O,O
その他 () □ 0.0

裏雲霧護者墓園翼葛裏目芸帯に 8:8纂 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 16 165,0 9.76 1,631,5 0.382 63.9

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwhl ⑩ o.o 9.76 ⑪ o,o o.382 ⑩ o.o

合 計 が〆′## メメメ QP 2,閉 .9〆〆′〆〆⑩ 120.8
董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,9ッ1.o / 〆 "# メメメ o・200 0.6
衛 公共下水道 □ m3 2,9ッ1.o ノ // メーメメメ

が
o.45o I.3

合計 〆 メ /# ′#′シ〆〆〆⑩ 1.9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二 w 、 の

※1 ニ気の 、′胆及び工 用 z 胆の の ・′びに公 下 く道への に、リニ酸化′′… 出 は

⑩:(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ ,

ノレ

ギ D・o4 空調“ ル 切 清掃,点検
対
策 設備保守対策

賎101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 11□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載その他



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称来来軒 秋津店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 8題

事業所等の所在地
↑ I 8 9 O O O I 区市町村名馨東村山市
町名 番 地
以 下

秋津町5-9-3 秋津諸星ビル IF

事業所等の延床面積 82.62MI 筆兎讐喝繋蟹 併題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 醐 4= 連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 41 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 74 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 75 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
895.6 kg-C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量※1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧;(⑥ /1000)X ⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨ X44/12

辞寡雇え叩 自警3 2o,66畳みgg:g8928:88:81琶 響き
及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.70 0.0 0.019 0,0

ね鴛篭8 目 8:8
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.97 0.0 0.382 0,0

気
からの買電 夜閲(22時~翌日8時} □ kW1, o.0 9.28 0.0 0.382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合ろ咋;む。) □ kwh 71,036,0 9.ヴ6 693.3 0.382 2ヴ,1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.ol 9.76 ⑪ o.o o.382 ⑩ o.o

合 計 〆メタメーザー/ ノ ⑪ 1,623,2が"メガメ ⑩ 74.2

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,702.0 // "〆ダー 0.200 0.3

袖, 公 共 下水 道 口 m3 1,ヴo2.o / ′ #- メメ
メ

o.450 0.8

合計 メメメ メ′ 〆〆⑩ 1,1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二 ぉヒ炭 量 の内訳3

※1 電気の使用、水道及び工業用水道の の 用・′びに公ハ下水胆への に、リニ 友 ′◎、 キ

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日 工



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ余 の実施状況

医績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載



その2 (詰め

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 西新宿1丁目店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 3 9=

事業所等の所在地
T I 6 O O O 2 3 区市町村名=新宿区
町名 番 地
以 下

西新宿 1-14-6 新宿西勢ビル IF

事業所等の延床面積 岨.44k度葦塊雫窄蟹覇 薪鷺冒圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 .園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口 工場 口 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 酸 4躍連鎖化事業区分 一 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二◎ xo.o268) ① loo kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 175 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 3 t

総 計 (④:②+③) ④ 178 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤:②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,o83.9 kgC02/m2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ :(⑥ハ 000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量釈1

(t)
⑩=⑧×⑨ X44 月2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nms 43,783. ワ 45.00 1,970,3 0,014 99.7

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他() □ 0.0

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kVVh 0,O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ k、wh 0.O 9.28 0.O 0.382 0,O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 19ゲ,569.〇 9,ワ6 1,928,3 0.382 ヴ5.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② 00 9.ヴ6 W o.ol o.382 ⑩ oo

合 計 ′〆〆〆 W 3,898.5 "〆′′′⑩ 175.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 5,049,0 / 0.200 1.O

公共下水道 □ m3 5,049.O / 0.450 2.3

合 計 〆 が〆〆〆# ⑨ 3r3

一酸化炭素排出量等の

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、リニ は
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫二(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 鰹 目標達成した。 if

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

日本工 A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 町田パークアベニュー店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 4

〒 1 9 4 一 0 0 1 3 区市 町 村名=町田市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

原町田4-4-15 荒井ビル1F
以

事業所等の延床面積 92.4ゴ唐黍唆畿筆勢覇 蛋題=』年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自
筆蛋

所 。商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 □ その他

鯖 最鴇重義欄 間 4醒連鎖化事業区分劃圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o258) ① 57 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 99 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②+③) ④ 100 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
1,071.4 kg鴨Co2/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量※1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000}×⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑨×44/12

疑蝋』 ) 日電3 22,97まき電g8 1,o管:8 8驚き 58言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0,0

議 その他O □ O・O
その他 () 口 0.0

『懸善書増豊麗時;寓目蓋器量 器量墓 8:88豊麗 8名
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一Wh 124,331.0 9.76 1,213.5 0.382 47.5

邦見貝-j第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh ② ○.0 9.76 qP o・0 0.382 ⑩ 0.○

合 計 "### メ メ メメ q9 2,247.5ダ〆"′〆 ⑩ 99.8

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,683.0 // ′〆〆 0.200 0.5

他 公共下水道 □ m3 2,583,o /// 〆 # 〆
′

o.450 1.2

合計 〆##〆メメメ〆#′〆′# 〆〆〆〆⑥ 1,ヴ
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の の ・′びに公ノ、下大胆への に iたつ二 火… は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫二(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 工 A列



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ、
　　

ギ
i DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

匿績年度の目標達成の状況ーLロ目標達成した。 」‘

特記事項に内容を記載

日本工 規 A列街≧◎



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 立川北口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 4 ・劃

〒 1 9 0 - 0 0 1 2 区市 町村 劉立川市

事業所等 の所在 地町名 番
聖

曙町2-M ピタゴラスビル姫
　

事業所等の延床面積 89.・7劃ゴ度筆唆雫窄等押苛薪闇劃圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
蕩
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 最亀参養銅 徽 i4僅連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.◎ xo.o258)
①

60 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②‐⑩)
②

105 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④:②十⑨)
④

106 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,177.5kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量米i
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ ;(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑨×44/12

辞事盛ん。) 目雷3 26,658:著き宣誓 L193:X8驚き 68:Z
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ゲ0 0.0 0.019 0,0

繋 その他 () □ O,O
その他 () □ 0.0

要一鰯罫書電業者冨豊麗滋賀書目芸器量 8:8禦 8:88濯 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh llヴ,341.0 9.76 1,145.2 0.382 44,8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.o 9.76 ⑩ 0.0 0.382 ⑩ 0,0

合 計 メーザーデー〆ー〆 ÷/ ÷÷ @ 2,344.9 メーデーメーデー〆〆⑩ 1O5.5

そ 水道及びエ業用水道 [] m3 2,865.0 ÷ ÷ ÷獅メーデー ○.200 0.6

Ri・, 公 共 1 水 道 □ 立,3 2,865.0 ÷÷÷÷ ザーザーメキ
メキ

○.450 1.3

合計 〆 メ メ 〆′##シ〆が〆⑥ 1,9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸化炭素排出量等の

※ 1 コ気の 、 道 び 工 水胆 の の 、′び に公 ハ 大胆 への .z に、まつ二 ′く、 は

⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫",000) ×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

聡101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況コ 1ロ目標達成した。 11

の目標5 提出年度の地球温暖化対
目 標 の 有 無 口 有 園

ベンチマーク区分 ンク C02削減率爾年

-C02/m2 C02 排出量 (総量)目標値等(選択) c02排出量 (延床面積当た

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 東池袋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 4 2騒

〒 1 7 0 一 0 0 1 3 区市 町村 名=豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

東池袋・-14-14 ささビM~3F
以

事業所等の延床面積 ・50.76醤m2唐黍烈聾窄等茅許婚鷺塵・年度分 □・年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆竃所 日覆蓉騒 (物販) 艶夢驚設(飲食)

鯖 製鵠事養鰯 醜 4彊連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,o258)
①

63 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑩)
②

109 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④.②+③)
④

1lo t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 723.o kg‐c02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排
零

※ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

辞寛藁言一 目富3 24,o9g名器88 1,o83:88:8{i 53:2
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0,0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

言事務書書者署憂欝蔓雷電目蓋帯に 8:8饗 8:88琵琶 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 143,024.0 9.ヴ6 1,395.9 0.382 54.6

規則第 5条の i7第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.0 9.76 ⑩ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 メーメザメメ〆 がメメ′ W 2,480.1 "′′′# ⑩ 109.5

孟 水道及びエ業用水道 ロ m 3 2,569.o// 〆′メメメ o.200 0.5
他 公共下水道 □ m3 2,569.o /// 〆メメメメ o.450 1.2

合計 "#′#メメ〆〆〆#〆〆#〆〆′〆〆◎ 1,7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸ヒ炭 、排出量 の

⑲二(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ D・o4 空調ル ル -の清掃点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

医績年度の目標達成の状況 1県 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 麹町プリンス通店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 0 4

事業所等の所在地
T I O Z O O 8 3 区市町村名=千代田区

町名 番 地
以 下

麹町 3-3 コウジマチスクエア IF.BI

事業所等の延床面積 駆.90図 1筆現雫窄繋蟹 薪駕=圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)
口 工場 □複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4菖連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o258) ① 53 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 92 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 93 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑨=② x looo/事業所等の延床面積)

◎
894.O kg‐C02/,,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量然↓

(t)
⑩:⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,198.3 45.00 998,9 0,014 50,5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0,016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kvvh 0.O 9,9ヴ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kVVh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVV‐h 108,883.O 9.ヴ6 1,062.7 0.382 41.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ② oo 9.76 ⑧ oo 0.382 ⑩ oo

合 計 / W 2,061.6 "〆メメメ⑩ 92.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 念,10望○ / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 2,107.O / 0.450 0.9

合 計 ダメメメ が#〆#〆⑩ 1.4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への▲z に叱っ二酸 ′けミ は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工、規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ・ の

医績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 水天宮前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 4 4=

〒 1 0 3 一 0 0 1 4 区市 町村 名=中央区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

日本橋蛎殻町2 -7 シヤンポ魂 日本橋IF
以

事業所等の延床面積 8265陸 1芋蔓要望窄誓茅許婚鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
自筆墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□複合施設 □その他

鯖 製鴇事養鯛 剛 4暫連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 89 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑯)

③ 1 t

総 計 (④:②十③) ④ 9O t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤:⑨ xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o76.8 kg‐C02/,,

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量然1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩ ;⑧×⑨×44/12

癖駿』 ) 自警3 21,ol登る驚喜8 94畳Z 8:8墓 欄
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 () □ O,O
その他 () □ 0.0

堰-鰯鱈書増豊麗騒雷露.… 器量 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh lo9,568.0 9.ヴ6 1,069.4 0.382 41.9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆〆′# ノノ tW 2,015.1メメメ#〆 ⑩ 89,ヴ

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,429.o// 〆# 〆 # 〆 o‐200 0.5
他 公 共 下水道 □ m3 2,429.o/// 〃-.メメメザメ

ーメ
o,45o I.I

合計 〆#〆′〆〆〆###〆# が#′〆⑩ 1.6
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸化炭

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、ラニ は、
⑱二(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工、規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1」□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 成増店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 4 5劃

〒 1 ゲ 5 - 0 0 9 4 区市 町村 名騒板橋区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

成増2-2o 一3
以

事業所等の延床面積 moo ト21筆筆現害毒好評蛋鷺=圃・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 璽他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自
筆題

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□複合施設 口その他

鯖 堺轟事養参奪俄 4贋連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 89 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 9o t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×iooo/事業所等の延床面積)

⑥
523.5 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷ー
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑧ ⑩;⑧×⑨ X44/12

癖寡雇えの 日置3 2L368登第:88 9需 8驚き 4g:;
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.9ヴ 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間{22時~翌日8時) □ kWrh o.0 9,28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kwh l07,245.0 9.76 1,046.7 0.382 41.0

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kvvhl⑰ ○,0 9.76 ④ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆 .メーデー〆〆ー///W 2,o08.4 がメメ" 〆 ⑩ 89.6

董 水道及びエ業用水道 ロ m 3 2,o50.o// 〆〆メメメ o.200 0.4
他 公 共 下水道 □ m3 2,o50.o ノ 〆 メメメ

メ
o,450 0.9

合計 メメメ メ ラメ ⑨ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1 電気の使用、水道及び工 - ′道のz の ・′ぴに公ハ く旭への z に、′フ二 里‘

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑬/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

団101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対 の実施状況

1実績年度の目標達成の状況「際 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 小田急町田北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 O 4 6蔓

事業所等の所在地
T I 9 4 O 0 Z 2 区市町村名=町田市

町名 番 地
以 下

森野 1-39-5 第 2モリビル IF

事業所等の延床面積 92.62=〆睡筆兎雫窄蟹蟹 雷鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 醗 4醒連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.0258) ① 44 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 7ヴ t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ 78 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=⑨×1000/事業所等の延床面積)

⑤
831.3 kg-C02/,,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥ /1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量器1

(t)
⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 18,303.6 45.00 823, ヴ 0.014 41. ヴ

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0,016 0,O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0,019 0.O

その他 () 口 0,O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kWh 0.O 9.9ヴ 0.O 0.382 0,O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kvvh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 {昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 93,671.O 9.ワ6 914.2 0,382 35.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh @ 00 9.76 W oo 0,382 ⑩ oo

合 計 〆〆〆′ Qy l,737.9 #〆"〆〆◎ 77.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,942.O / 0.ZOO 0,4

公共下水道 □ n13 1,942.0 / 0.450 0,9

合 計 "〆〆〆 〆′〆′# ⑩ 1.3

一酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に…フニ酸 ヒw 、 は、
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規 A列4番



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

風101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

医績年度の目標達成の状況 に□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の日標
目 標 の 有 無 口 有 圏 無

ベンチマーク区分 ランク C02 削減率 (前年度比) %

目標値等 (選択 ) C02排出量 (延床面積当たり) kgC02/m2 C02排出量 {総量) t

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 水道橋西ロ店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o o 4 7璽

〒 1 0 1 - 0 0 6 1 区市 町村 名璽千代田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

三崎町2-18-4 京三会館1F
以

事業所等の延床面積 m.oo豊ゴ睡峯兎雫喝塾蟹 薪踊璽圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 囲他者所有 昌
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆竃所 自彊謎議(物販) 艶 饗設(飲食)

鯖 藁織蕗養鯛 岡 戸 4留連鎖化事業区分蟹圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24 度の

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭×0.0268)
①

46 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯)
②

80 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③
I t

総 計 (④;②十③) ④ 81 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
418,8 kgC02/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排甲ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

都 市ガス □ Nm3 1ヴ 516.8 45.00 ゲ88R n m4 R9q
　 　　　　　　　　 　 　
料 1 “ T鰻 ＼しrU ノ ] Kg U・U OU ・OU U・U U・Uib U・U

及 その他 (灯油) □ L O.0 36,70 0.0 0.019 0,0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.o

m 一般電気事業者 昼間 (8時 ~22 時) □ k一Wh o.0 9.9ゲ 0.0 0.382 0.0

気 刀も の貝電 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o,0 9.28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh l05,685,0 9.ヴ6 1,031.5 0.382 40.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwhl@ o.o 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0,0

合 計 -が‐メメメタ〆 〆〆#′ 邸 1,819,7 ′がメ′〆 ⑩ 80.3

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,799,2 ÷/ ノ メメーザー o.200 0.4

　　　　　　 　 　他 公共下水道 □ m8 0.450 0.8

合計 メメ〆′メメ〆〆#〆〆′〆〆〆# ⑩ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

ヒ炭 秘 量危の内

※1 電気の 、 廻 び工 z 廻の の ・′びに公共下水道への E水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑲=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪二(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー実績年度の目標達成の状況 11口 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

目標値等 (選択 ) C02排出量 (延床面積当たり) kgC02/m2 C02排出量 (総量} t

その他 特記事項に内容を記載

日本工 規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 御茶ノ水聖橋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 4 8 輯

〒 1 0 1 - 0 0 6 2 区市 町村 名=千代田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

神田駿河台4-5 ‐2 赫 だルIFB1
以

事業所等の延床面積 ・2681図 筆筆烈畿窄誓茅奇薪題同・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
竃
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口 複合施設 □ その他

鯖 製鵠覆養纂奪嗣 4唖連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o258)
①

69 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑯)
②

120 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ 2 t
排 出 量 伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

総 計 (④=②十⑨)
④

122 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 953.8kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排辱 烈
使 用 ⑥ ⑦ ⑧⑩ /Iooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

護憲雇』 ) 目雫蔓3 29,68総覧88 1,33g:琶 8驚き 6g客
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0,0 0.019 0.0

繋 その他 () □ O,O
その他 () □ 0.0

裏雪辱罫書蓄者冨豊麗躍留置…董= 8:83:室雲 醐 8:灘 漉
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ Wh 138,722,0 9.76 1,353,9 0,382 53.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh ② 0.0 9.76 @ 0.0 0.382 @ 0.0

合 計 ダー〆--メメヂザー〆〆が〆 W 2,689.7 ダメメ#′ W 120.6

≦ 水道及び工業用水道 □ m 3 3,262.o// メメメメメ o.200 0.ヴ
他 公共下水道 口 m3 3,262.o / ず′ # メメ

メ
o,450 1.5

合計 メメ /" メガメメメメメメ⑩ 2.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素移出量等の内訳

※ 1 謝気の 、 胆 、工 廻 の z の )′ 、こ公ハ バフ阻への こ、っ 里

⑩:(⑥ /1,ooo)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑬/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

医績年度の目標達成の状況一際 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

目標値等 (選択 ) C02排出量 (延床面積当たり) kgC02/m2 C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 上野広小路店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O 0 4 9=

事業所等の所在地
↑ I I O 0 O O 5 区市町村名岨台東区
町名 番 地
以 下

上野 2-1-10 高木ビル

事業所等の延床面積 雛 .2ゴ虐筆兎畿宅篭覇 錯鷺瞳圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 坦
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途
口事務所 口 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 徽 4= 連鎖化事業区分暫・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① ワワ kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②:⑯) ② 130 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑨) ④ 131 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
612.5 kgC02/m2

出 、単 立りの量 (⑥=②×1000/事業所等の

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ =(⑥ /1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量汰1

(t)
⑩:⑧×⑧×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 25,492,6 45.00 1,14 ヴ.2 0,014 58.0

その他 (LPG) □ kg 0,O 50,80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0,O

その他 () □ 0.O

その他 () 口 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kVVh 0.O 9.9ヴ 0.O 0,382 0.O

夜間(22時~翌日8時) □ kVVh 0.O 9,28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWーh 189,281.0 9,ヴ6 1,847.4 0.382 72.3

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ 0.0 9.ツ6 ⑪ oo 0.382 ⑩ 0.0

合 計 / ⑭ 2,994.6 "〆′## ⑩ 130.4

そ
の
徹

水道及び工業用水道 □ m3 2,443.0 / 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,443,0 / 0.450 1.1

合 計 〆 がが#〆〆◎ 16

3 二 ぬ , 、 量 の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用 道の水の 用・′びに公ハ下水胆への - こ、′つ二
⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ ー

ネ
　　

ギ Dm4 空調剤 タ- 清掃・点検
対
策 設備保守対策

露101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 IL口目標達成した。 -{

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

C02排出量 (延床面積当たり) kgCo2/ ば12 C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載

日本工 格A列塔



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 人形町店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 5 o=

〒 1 0 3 一 0 0 1 3 区市 町村名=中央区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

日本橋人形町3-7-9
以

事業所等の延床面積 ・60,o5回 筆筆現雫喝蟹雫 錯題声・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃 他者所有 昌
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目覇所 日覆蓉驚喜物販) 副審藩設(飲食)

鯖 製窯蒸養鰯 醐 4暫連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①‐⑭ xo,o258)
①

57 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②‐⑮)
②

98 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑨ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

99 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 612.3kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種容」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排辱 湘
使 用 ⑥ ⑦ 似 ⑥/,ooo}x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×44/12

疑駿』 ) 目雫警3 22,14驚き総 99g:ig驚き 58:き
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

議 その他 () □ O・O
その他 () □ 0.0

要-頻繁書電業者霊園署留 日豊 麗 膿 8:88:灘 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW 弘 124,844.0 9.76 1,218.5 0.382 47,ゲ

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.ヴ6 ⑩ 0.0 0.382 ⑩ 0.o

合 計 メーザー〆.--メーザー/ /q9 2,214.9 〆〆′′′ ⑩ 98.1

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,549.o /// -.〆メメタ o.200 0.5

他 公 共 下水道 □ m3 2,549.o /// -メメメメメ
メメ

o.450 1.1

合計 〆〆#/ 〆 #ち〆 〆⑩ 1.7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸ヒ炭素 量 の内3

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工、規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

ー実績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 11

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 圏

ンク C02削減率ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択) 2 C02排出量 (総量)

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 渋谷ハンズ前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 5 1醒

事業所等の所在地
T I 6 O O O 4 2 区市町村名=渋谷区
町名 番 地
以 下

宇 田川町 36-3

事業所等の延床面積 ・58.o6=m21筆筆再雫喝爽茅許婚鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 鼠
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7 6-214 菌連鎖化事業区分劃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 68 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 115 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

⑧ 1 t

総 計 (④二②+⑧) ④ 116 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
727.5 kg-C02/1 エー2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閑
使用 係数 (t)

⑧ ⑦ ⑧:(⑥/1000)X ⑦ ⑨ ⑩:⑥ X⑨ X44/12

馨璽蕊岡 自警 4,5需 綴 i,l壕 認蓬 5開
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9,97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ k・Wh o.0 9.28 0,0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) 口 kWrh 15γ,120.0 9.76 1,533.5 0.382 60.0

規則第 6条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,0 9.ヴ6 ⑩ 0.0 0.382 @ 0.0

合 計 メメ〆〆## メメメメ W 2,636,1ザ〆′"〆 ⑩ 115,8

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,ヴ83,2 / / 濯メザメ 0,200 0.6

他 公 共 下水道 □ m3 2,ヴ83.2 / -.メタメタ
デー

o,450 1,3

合計 〆が〆′〆 卵〆 シ〆〆〆⑩ 1,8
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 影 に、たつ二酸化′′… は、

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫二(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 ILロ目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 神田西口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 5 3纏

〒 1 0 1 - 0 0 4 7 区市町村 名留千代田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

内神田3 -6 江戸正ビル1.2F
以

事業所等の延床面積 ・45.20同 筆黍兎塾窄蟹覇 鯖駕一・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 昌
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
麗
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口 複合施設 口 その他

鯖 鮮渦事養鰯 悩 4閣連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo.o258)
①

81 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量◎。⑩)
②

140 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑧=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

141 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 964.l kg‐c02/m2
排出原単位 りの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量米1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ (⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44′12

辞 駿』 ) 自警3 33,22苦み驚喜8 1,49g:8綴 7宣宣
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ッ0 0,0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () 口 0.0

裏-事鰯善書者冨憂欝尾篭… 驚琶 8:8g基1 8:88:g蟹 雛
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 169,212,0 9,ツ6 1,651.5 0.382 64.6

規則第 6条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑩ 0.0 9,ヴ6 ② 0.0 0.382 ◎ 0,0

合 計 メタメーザー卿メタ〆 ⑩ 3,146.4 がメメ〆〆 ⑩ 140.3

董 水道及びエ業用水道 □ m3 2,嫌 ,o 〆 / 〃メーザー〆が o,200 0.6
値, 公共下水道 口 m3 2,976,o / #〆メガ

ダ
o.450 1.3

合計 "〆##′〆〆〆〆"′##〆 "〆メメメ⑨ 1,9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1 畑丸の 、 胆 び工 胆の

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪二(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

塵績年度の目標達成の状況 1擦 目標達成した。 -1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

日 工 規 A列4番



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 東大和店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 O 5 4劃

事業所等の所在地
T 2 O 7 0 O I 6 区市町村名=東大和市

町名 番 地
以 下

仲原 3-20-8

事業所等の延床面積 服.49同 署筆兎雫窄誓茅許婚鷺一・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 徽 4軽連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 50 ld

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 87 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④;②+③) ④ 88 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
646,8 kg‐C02/,,.2

3 二酸ヒ炭素排出量等の内

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑭-(⑥/1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量宋1

(t)
⑩=⑧×⑨ X44′12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 20,580.I 45.00 926.1 0.014 46.9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kvvh 0.O 9.9ゲ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kVVh 0.O 9,28 0,O 0,382 0,O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kvvh 106,845.O 9.76 1,042.8 0.382 40.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ② oo 9.76 W OO 0.382 ⑩ 00

合 計 "〆〆〆⑩ 1,968.9 メメメ〆〆③ 8ヴ〃

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,843.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,843.O / 0.450 0.8

合 計 / メメメ〆′◎ 1.2

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下z(道への z に、リニ 里 、
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫:(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

聡101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 影 、 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

日 工 A列4番



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 荻窪北口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 5 5 昌

〒 1 6 7 - 0 0 4 3 区市 町 村対杉並区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

上荻1‐8-8 興和ビル
以

事業所等の延床面積 ・2600図 1筆禦電変型蟹 蛋駕戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 □ その他

鯖 ,製窯蕎養鯛 剛 4撞連鎖化事業区分塑圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①;◎×o.0258) ① 66 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 113 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 114 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
896.8 kg‐C02/,,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44′12

辞 騎 』 ) 目
Nm3 23燃 ヴ 46‐oo l,o謂‐4 o‐o14 54‐o
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

鵡駕篭8 目 8:8
裏響寄書電業者薯冨二言塵…器量 雛 g墓 8:88豊麗 8:8

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一Wh 155,972.0 9.ヴ6 1,522.3 0.382 59,6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,ヴ6 ⑨ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 がデーーヂメーメーメ // ④ 2,589. ゲ ダ〆′〆 # ⑩ 113.6

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,3偽○ // ノ ダメメタ o.200 0.5
他 公 共 下水道 □ m3 2,3ヴ4.o // ーメメメメ

が
o.450 1.1

合計 〆 〆/# 〆 #〆 〆◎ 1,5
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸化炭素排出量等の

※1 畑丸の 、 旭及び工 胆のフの ・′びに公 スく胆への z こ、リー

⑩;(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の4 地球温暖化対 の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日本エーく規 A列 4番 )



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事業所 等の名称日高屋 秋葉原中央通店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o o 5 6 睡

〒 1 0 1 - 0 0 2 1 区市 町村 名璽千代田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

外神田4-6- か すゞ ビM,2F
以

事業所等の延床面積 鰍 .60』 11筆兎畿変蟹覇 蛋憲戸・年度分 □・年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
自筆轟

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 口 その他

跡 鹿鴇意義鰯 間 4冒連鎖化事業区分雷璽直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=@xo.o268) ① 83 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 140 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②+③) ④ 142 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
684.2 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種呂-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排呪平米ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑲‐⑧×⑨×44′12

辞瀦』 ) 自警3 28,o3登る電器 L26ろ:g懲 6g登
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,ヴ0 0.0 0,019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

電
一般電気事業者 昼間 (8時 ~22 時) □ kwh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

麿
気

からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ k「Wh o.0 9,28 0,0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合る準;む。) □ kWrh 200,684.0 9.76 1,958. ヴ 0.382 76.7

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ④ o.o 9.76 ⑪ 0.o o.382 ⑩ o.o

合 計 〆′# ′ メ メメ ⑭ 3,220.0メメ## ⑩ 140.5

董 水道及びエ業用水道 □ m3 3,392.o/ ノ ノ メデーメーザー 0・200 0‐ヮ

猶 公 共 下 水 道 □ m3 3,392,o / / -メーデーギタ
ーメデー

o.450 1.5

合計 ぽ〆〆〆〆メメ〆"〆〆〆′メメ〆′⑩ 2.2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1 電気の使用、水道及び工業用水道の水の 用・′びに公ハ下水道への ・z に、′っ一

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省 .

エ
ネ
　　

ギ D・o4 空調,卿 一の清掃.点検
対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒま の実施

1実績年度の目標達成の状況 膿 目標達成した。 JI

特記事項に内容を記載

(日本工



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 蒲田南ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 5 4

〒 1 4 4 一 0 0 5 1 区市 町村 名騒大田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

西蒲田8-1-6 エノモトビル
以

事業所等の延床面積 ・60,れ同 署筆兎電窄繋讃許婚副圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 豊
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆題所 日覆蓉駿 (物販) 関芽驚設(飲食)

鯖 澱鵠事養鯛 園 4唖連鎖化事業区分僅園直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑪ xo.o258)
①

48 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

87 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ 2 t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

89 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑤ 541.3kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=⑨xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排増辱 1
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

辞麗』 ) 目塾蔓3 26,69畳み綴 1,2冨 8:811 68:宣
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ o.o
その他 () □ 0.0

裏-繁瀕蕃者冨票露呈富麗…蔓喜E 8:8饗 8:8驚 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k「Wh 69,218.0 9.76 6ヴ5.6 0.382 26,4

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ④ 0.0 0.382 ⑩ o.0

合 計 ザーメメメーザーメメメ〆′ @ 1,876.8 〆′′′〆 ⑩ 8ゲ,2

そ 水道及び工業用水道 □ m3 3,431.o / /# メタメメ ozoo o,7

他 公 共 下水 道 □ m3 3,431.o /// デーメーザーメ〆〆 o.450 1.5

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸と炭素 量 の内

※1 コ気の 、力胆 び工 胆の2 の ・′びに公ハ バ旭への に、ラニ は

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の質電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬/1,000)×⑨とする。

日 工



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省 .

エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 保谷店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 5 8 璽

〒 1 7 8 - o 0 6 4 区市 町村 名=練馬区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

大泉3-31-21 上野ビル
以

事業所等の延床面積 ・・・.51M 筆筆要望喝誓斧奇餅鷺回・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□複合施設 口その他

顕 寵鴇事養参奪棚 4醤連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 54 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ⑧ 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 94 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
834.0 kgC02/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閑
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ド(⑧△○00)×⑦ ⑨ ⑲ =⑧×⑨×44/12

疑騎』) 目雫ざれ,878登第:g8 983:g8:81き 智者
及 その他 (灯油 ) 口 L 0,0 36.ヴ0 0.0 0,019 0.0

義 その他 O □ O,O
その他 () □ 0.0

裏筆勢書電業者冨冨蟹;蔓… 繁に 8:8饗 8:88:g醍 醐
その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh l14,1 ヴ2.0 9.76 1,114.3 0,382 43,6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※Z kWh ② o,ol 9.76 ⑭ 0,0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆メーザメーザー/ ⑭ 2,o98.5 がメメ〆# ⑩ 93.4

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,164.o ///"# 〆メメ o.200 0.4
電 公共下水道 □ m 3 2,・64.o 〆 /" 〆メメメ o.450 1.o

合計 メメ / 〆メメメメメ′〆〆〆⑩ 1.4
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1 電気の1 用、水道及び工 用 道の の 用・′びに公ノ、下大胆への- z に、リニ 友 ′ ミ は

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の実施状況

ー実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 圏 無

特記事項に内容を記載

日 工 規 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 初台南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 5 9=

〒 1 5 1 一 0 0 6 1 区市 町村 名=渋谷区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

初台・-37-n シャドー初台IF
以

事業所等の延床面積 朋 .・3同 筆筆兎雫窄蟹駅 婚副圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
竃
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口 複合施設 □ その他

賭 製鴇零養参奪欄 4薩連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①一⑭ xo.o268)
①

54 k l

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

93 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 680.8kgCo2/m2
排 出原単位 りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排甲平米ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-(⑥/,ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44′12

都 市ガス □ Nm3 18,764,7 45.00 844.4 0.014 42.ヴ

欝 その他 (LPG) ロ kg o.0 50.80 0.0 0,016 0.0

及 その他 (灯油 ) 口 L 0,0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他() □ O.O
その他 () □ 0.o

m 一般電気事業者 昼間 {8時~22 時) □ kWh o.0 9.9ヴ 0,0 0.382 0.0

気
がりの貝亀 夜間(22時~翌日8時) □ kWrh o,0 9,28 0.0 0,382 0,0

その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 129,315.0 9,ヴ6 1,262.1 0.382 49.4

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.01 9.76 QP O.o o.382 ⑩ o.o

合 計 が# 〆〆# メ メメ⑪ 2,106,5メメメ′〆 ⑩ 92,1

董 水道及び工業用水道 □ 2,o25.o /// 〆#′〆メ o.200 0.4
他 公 共下水 道 □ m3 2,o25,o ///# デー.ヂギメザメ

メ
o,450 0,9

合計 #が′#〆が〆メメ###〆#が#〆′〆⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1 電気の 用、 道及び工 用 z 道の の 用・′びに公ノ、下ス〈道への ‐ に、リニ ヒ′ 、 量は

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪;(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑬△ ,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

¥ Dm4 空調か け一 清掃,点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 石神井公園店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6

〒 1 7 ヴ ー 0 0 4 1 区市 町村名=練馬区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

石神井町3-19-14
以

事業所等の延床面積 m.oo馨〆唐黍現電撃蟹帯 婚闇冒圃・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目撃
墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

是雷堺謡露養蕃奪間 4聾連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.◎ xo.o268)
①

51 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

88 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④:②+⑨)
④

89 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 871.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥二② xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排増ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

辞 瀦 』 ) 目
Nm3 2o,921‐3 45‐oo941.5 o‐o14 47.6
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O・O
その他 () □ 0.0

要一鰯雲善書者薯憂欝島雷電… 総 BS禦 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh l07,272.0 9.76 1,04γ,0 0.382 41.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ⑪ o.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 "## 〆メ メ メメ ⑩ 1,988.4"〆〆〆〆 ⑩ 88.6

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,036.0 ÷// メメ メ 0.Zoo o.4

他 公 共 下水道 □ m3 2,o36.o ノ ノ / メーザーメタ
メタ

o.450 0,9

合計 "〆〆#が "〆〆〆"##〆メダ〆〆′〆⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

素排出量 の内訳

※1電気の使用、水道及び工 用 道の永の 用・′びに公共下水道への に、リニ酸 ヒ′… は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 ・ ¥ 、 ・ の

医績年度の目標達成の状況 11ロ目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 武蔵境北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 1亜

事業所等の所在地
T I 8 O O O 2 2 区市町村名=武蔵野市

町名 番 地
以 下

境 2-2-22 ボナールビル IF

事業所等の延床面積 84.・5同 筆筆要望宅繋蟹 雷鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途
□事務所 口商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 俄 4暫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 48 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑮) ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
986.3 kg-C02/,,.2

りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量大ー

(t)
⑩=⑧×⑨×44八2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nms 18,399.3 45.00 828.0 0.014 41,9

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0,016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0,019 0.O

その他 () □ 0,O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間(22時~翌日卸琴) □ kWh 0.O 9.28 0.O 0,382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 108,649.0 9.76 1,060.4 0,382 41.5

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ー⑭ 0,0 9.76 W oo 0.382 @ 00

合 計 / q9 1,888.4 "#〆′# ⑩ 83.4

そ
の
仙

水道及び工業用水道 □ m3 1,661.0 / 0,200 0.3

公共下水道 □ m3 1,661.O / 0.450 ○,ヴ

合 計 / 〆′メメメ⑩ 1ユ

3 二 ぉヒ炭が 出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化′′… は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　
ギ ・

I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

匡績年度の目標達成の状況 恒 目標達成した。 -i

策の目5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 園 無

ンク C02削減率 (前年度比ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択) C02排出量 (総量)

特記事項に内容を記載

日本工 規 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 大森西口店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O O 6

事業所等の所在地
T I 4 3 O O 2 3 区市町村名=大田区

町名 番 地
以 下

山王 2-2-13

事業所等の延床面積 焔.oo亜〆睡筆要望響蟹覇 蛋題=圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 璽 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ヴ 6 2 4暫連鎖化事業区分 =園 直営店 ロ加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 59 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 102 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

◎ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 103 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
579.5 kg-C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ (⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩ :⑧×⑨×44/12

疑市電ム ) 自警3 24,66駕篭88 1,lo器 量躍 増言
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ッ0 0,0 0.019 0.0

鰻瀦8 目 漉
す筈誓罫書著者看豊麗慶二留置…器量 8:8饗 X3 8豊麗 漉

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kwh 121,091.0 9.ヴ6 1,181.8 0.382 46.3

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ザザメザメメ#// ⑩ 2,291.6が#" ′〆 ⑩ 102,4

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,393.0 / ノ /# メザメ メ 0.200 0.5

徹 公共下水道 口 2,393.o ノ // ‐メター
メ

o.450 1.1

合計 ′〆## メダが〆〆 〆〆〆# メメメメ q9 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下ス(道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

ー 拘 ,3 、 量 の内訳

※1 電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用・′びに公ノ、下ス(道への 2 に、リニ キ

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4一番)



その2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 つつじヶ丘店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 3瞳

〒 1 8 2 - 0 0 0 6 区市町村 名劃調布市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
鮒

つつじ 丘3-33-12 タムラ第一ビルーF
以

事業所等▽堪床面積 99.・7図 誓筆要望喝誓茅評蟹溺際・年度分 □畔未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 園他者所有 挺
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□複合施設 □その他

鯖 ,堺渦事養鯛 徽 4輯連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①‐⑭ xo.o258)
①

56 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

98 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

99 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 988.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥:②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 -」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 瀕 排甲ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /,ooo}x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑧×44/12

辞驚』 ) 目雷3 23,o5開き譲8 1,o3苔き 8:81き 5客室
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他() □ O.O
その他 () 口 0.0

裏-懸蓄電業者冨豊麗電寓目驚喜 8:8書室客 88 8驚 8:8
その他の買電低夜間不明の場合を含む。)[] kVVh ll9,433.3 9.ツ6 1,165.7 0.382 45.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ 0.0 9.76 ⑪ 0.0 0,382 ⑩ o.o

合 計 〆デーメメーメーメーノ/ / ⑩ 2,203.1 〆′ #′〆 ⑩ 98.1

そ 水道及び工業用水道 □ 2,654.o ///" 〆メドメデー o.200 0.5

鷺 公共下水道 □ m 3 2,654.o/ 〆 ## 〆 〆 o.450 1.2

合計 メ メ メ 桝メガメメメメメ⑩ 1.7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 ぉヒ ′、 量 の内

※1 コ気の 、z 道 び工 胆の の w びに公ノ、下水旭への z に、リニ イ′⑦、 は、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 ときわ台北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 6 4

事業所等の所在地
T I 7 4 O O 7 I 区市町村名=板橋区

町名 番 地
以 下

常盤台 2-6-5

事業所等の延床面積 岬.9 唐黍喫電窄繋漬許婚闇塾- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 坦
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 嗣 4暫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 47 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二◎ ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
762.I kgbc02/ α12

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷i
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑨×4射12

辞 驚 』 ) 目
Nm3 2o,925‐2 45‐oo941 ‐6 o‐o14 47‐6
kg o,0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他() □ o.O
その他 () □ 0.0

裏-驚喜善書者冨冨露呈冨呂韮帯に 綴喜峯 8:88濯 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 93,413.0 9.76 911.7 0.382 35.ウ

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑭ o.o 9,76 ⑩ 0.0 0.382 @ 0,0

合 計 〆〆′′メ メ 〆〆⑩ 1,853.3〆#′′′ ⑩ 83.3

董
水道及びエ業用水道 □ m3 1,631.0 // # メメ

メ
0.200 0.3

他 公共下水道 □ m3 1,631.o /// がメメメ
#

o.450 0.ッ

合計 メメメ メ メメ メ #⑩ 1,1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対 の実

-実績年度の目標達成の状況に 極 目標達成した。 ーー

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 市ヶ谷八幡町店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 6 5-

〒 1 6 2 一 0 8 4 4 区市 町村 名"新宿区市

事業所等の所在地町名番
も

八幡町3番地
以

事業所等の延床面積 駆 .o3同 筆筆兎雫変響蟹 薪闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 題
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途鞭麗所 日覆蕃駿 (物販) 響薯萎潜設(飲食)

鯖 髭鴇事義参奪年 中 苗連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo.o268)
①

55 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

102 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ ヱ t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑧=⑯)

総 計 (④=②十③)
④

103 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 670.9kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤:②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排辱 粗
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ ⑥ /Iooo}x⑦ ⑧ ⑩‐⑧×⑨×44/12

疑驚』) 日電3 ,一喜き碁盤 ,繋駕1き 避
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0,0 0.019 0.0

議 その他O □ O.O
その他 () □ 0,0

要一事誓罫書電業者霊園裏雷電呂蓋帯誓 8:8麗 8:88:g欄 8:8
その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 132,749,0 9.76 1,295,6 0.382 50.7

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑭ 0.o 9.76 ⑪ o.o o.382 ⑩ o.o

合 計 メーデーメメー
デ ー

÷÷÷÷÷÷÷÷⑭ 2,168.2 ザーザーメーデー
メ〆

⑩ loz,9

そ 水 道及 びエ業 用水 道 [] m3 2,405.0 ÷ メーザーメメーザー ○.200 0.5

題 公共下水道 □ m 3 2,405.o// 〆′ #
〆

o.450 1,1

合計 メメ 〆 #〆〆〆#ザメメメメ⑩ 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸 防げ 量 の内

※ 1ココ気の 、 旭 び工 ~ 旭 の の ・び に公 ハ 下 zく旭 へ の に、リニ酸化 ′′、. 出 は

⑩:(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫八 ,000)×⑨とする。

日本工業規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

L実績年度の目標達成の状況「巴 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 十条店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 6 霞

〒 1 1 4 - 0 0 3 4 区市 町村 名騒北区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

上十条2-24-9
以

事業所等の延床面積 蹴.40MI 筆現雫喝蟹将 蛋憲匡・年度分 □蘇 満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 H
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
雛 麗

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 複合施設 □ その他

鯖 寵鵠参養鯛 徽 4穫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎xo,o258) ① 57 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 97 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③二⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 98 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
862.9 kg・C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧開⑥ "○00)×⑦ ⑨ ⑩‐⑥×⑨×44′12

癖 驚 も の 目
Nm3 2L298‐3 45‐oo968 ‐4 o‐o14 48‐5
kg o.0 50.80 0,0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ゲ0 0.0 0.019 0,0

議 その他O □ O,O
その他 () □ 0.0

要一事霧覇者量東軍富麗… 器量 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の質電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 128,646.0 9.76 1,255.6 0.382 49.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kWh @ ○,0 9.ヴ6 W o.0 0.382 ⑩ ′○.○

合 計 #〆′#///W 2,214.0"′#〆" ⑩ 97.6
そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,9590 /// ダメザメ o.200 0.4.

楠 公 共 下水道 □ m3 1,959,o // ノ ーメメ メメ
メ

o.450 0,9

合計 メメ / 〆メ シ メ ⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 幼 ′、 量 の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に半う二酸 駅… は
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ D・o 空調ルルター 清掃.点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載その他



その 2 体も

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 西荻窪南口店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O O 6 ヴ

事業所等の所在地
T I 6 7 O O 5 3 区市町村名=杉並区
町名 番 地
以 下

西荻 南 3-9-11 バ oビル・ボン IF

事業所等の延床面積 99.32陸唐黍兎電喝繋蟹 蛋鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 嗣 4暫連鎖化事業区分暫・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 58 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② lol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑨) ④ 102 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o16.9 kg-Co2/ ば12

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量宋I

(t)
⑲=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 24,910. ヴ 45.00 1,121.O 0.014 56.7

その他(LPG) □ kg 0.O 50,80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k頓′h 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ klwh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 118,402.O 9.76 1,i55.6 0.382 45.2

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kwrh ⑩ oo 9.76 QP OO 0,382 @ 00

合 計 / W 2,276,6 が′〆#〆⑩ 102.O

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,851.0 / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,851.O / 0.450 0.8

合 計 〆 〆〆メメメ ⑩ 1.2

素排出量等の内訳

※ 1 3コ気 の 、 胆 Y ・ Z 坦 の の 、′ こ公 ハ バフ岨へ 」 つ一

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

匡績年度の目標達成の状況 』□ 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比l %

C02排出量 (延床面積当たり) kg‐C02 た,.2 C02排出量 {総量) l t

その他 特記事項に内容を記載

日本工 規 A列4番)



その Z はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 阿佐ヶ谷パールセンター店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 8=

〒 1 6 6 - 0 0 0 4 区市 町村名影並区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

阿佐ヶ谷南1-48 ‐3
以

事業所等の延床面積 ・・o.oo同 筆筆兎雫象蟹蟹 雷鷺輔- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 璽
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
寵 墓

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口複合施設 □その他

鯖 ,製窯愚義甚聾醐 4睡連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o268) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 91 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑨) ④ 92 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
82ワ念 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内3 二酸化炭素排出量等の 訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種男-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
浮

氷ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /.ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

疑寛濯』 ) 呂璽蔓3 24,15盗電88 1,o81:ふ 8驚き 5宣言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

裏紫驚喜電業者冨豊麗;豊麗自警芸 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW←h 95,907.0 9.ブ6 936.1 0,382 36,6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ 0,0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ぜず′′ダ メ〆〆 ⑨ 2,023.1メメ′〆 ◎ 91.6

≦ 水道及び工業用水道 ロ m 3 2,603,o// 雌メダメメ o,200 0,5
他 公共下水道 □ m3 2,603,o // ノ ダーメ# 〆

′
o.450 1,2

合計 メメ / ′メラ メメ◎ 1,7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室 o不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の

医績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 西池袋1丁目店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 6 9藍

〒 1 7 1 一 0 0 2 1 区市 町村 名=豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

西池袋1‐18‐眼 ラノビルIF
以

事業所等の延床面積 ・・9.45国 字筆禦畿窄誓好評蕗罰圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
麗
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□複合施設 口その他

鯖 寵鵠蕎養鱒 醐 4璽連鎖化事業区分冨圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258)
①

53 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑮)
②

9l t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

92 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑩ 761.8kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=⑨xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量米1
使用 係数 (t)

⑧ ⑦ ⑧=(⑥/1000)X ⑦ ⑨ ⑩:⑧×⑨ X4引12

疑驚』) 日置3 2o,798登第:88 9毛:8 8:811 41言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　
蔓一事誓罫書書増豊麗冨蔓…潔w琶 8:8麗 8:88霊 漉

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む □ kWrh l16,581.0 9.ヴ6 1,13ゲ,8 0.382 44.5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ② 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 " .メーター# 〆メメメ W 2,073.4 "〆## 〆 ◎ 91.9

≦ 水道及び工業用水道 □ m3 1,916.0///"- 〆メ キメキ
〆

o,200 0.4

他 公共下水道 口 m3 1,916.o //" 〆 〆デーメ o.450 0.9

合計 "#メメメがメメダ"#ず##" 〆メメメ⑩ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二 ぉヒ帯 、 量 の内

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施

医績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 -1

特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 調布北ロ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 7 I

事業所等の所在地
T I 8 2 O O Z 4 区市町村名=調布市

町名 番 地
以 下

布 田 1-39-7 永伴 2ビル IF

事業所等の延床面積 80.44頚〆唐黍兎雫窄蟹覇 薪鷺匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 塑
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 口 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4冒連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) ① 63 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 112 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 2 t

総 計 (④=②十③) ④ 114 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
1,392.3 kgMC02/,,.2

排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 瀕 排甲平米i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /.ooo}x⑦ ⑨ ⑲⑩ ×⑨×44′12

疑驚』 ) 目塾蔓3 32,12宣畳綴 1,44畳Z 8驚き γg茸
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ k、Wh o.0 9.97 0,0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o.0 9.28 0,0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kwh 104,202.0 9.76 1,017,0 0,382 39.8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,ヴ6 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 〆 .〆メーギメーメ / / ⑩ 2,462.ヴ 〆′〆〆 ⑩ 113.0

事 水道及びエ業用水道 □ m 3 3,幻 6‐o/ 〆 # 〆メメ o・200 0・7
他 公共下水道 □ m3 3,2760 / /" ′〆## o.450 1.5

合計 メメメ/ 〆〆 ′〆⑩ 2,1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1電気の使用、水道及び工 用 道の の ・′びに公ノ、下大胆へ
⑬ =(⑥ ",000) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



( )
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ Dm4 空調“ ルターの清掃.点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

塵績年度の目標達成の状況 ILロ目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 恵比寿南店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 3=

〒 1 5 0 - 0 0 2 2 区市 町村 糊渋谷区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

恵比寿南2-1-8oT ビMF
以

事業所等の延床面積 86%同 筆筆兎雫隻繋箸 薪題戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華麗所 自彊蓉墓 (物販) 艶蕃密設(飲食)

鯖 霊鴇壕養笹聾欄 4彊連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo.o268)
の

53 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑯)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④②+③)
④

93 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 1,060.3kgCo2/m2
排出原単位 りの量(⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卵」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排噌デー
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /Iooo)x⑦ ⑨ ⑩.⑧×⑨×44/12

都 市ガス 口 Nm3 21.323.4 46.00 959.6 0,014 48.6
、 乳 爪′仙 /Tn( 、 [ 1 ^ ^ 〆^ ^^ ^ ^ ^ ^4 ハ ^ ^

料 lwT 盟 ＼しrU ノ ] 瓜g U・U UU ・OU U・U U・UiO U・U

及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O・O
その他 () 口 0.0
一播雷編寓坐老 昼間 (8時~22 時) □ k「Wh o.0 9.9ヴ 0.0 0,382 0.o

a 角)ムの胃雷許 [ Lm. ^ ハ ^ nn ^ ^ ^ nnn ^ ^
気

脚 -ハム‘町 ~ 翌凹 吋′ ] A"u V・V U・ムU V・U V・UQ ム U・V

その他の買電(昼夜間不明の場合壱咋;む。) □ k一Wrh l15,568.0 9.76 1,127.9 0.382 44.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ④ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 "〆′-〆′ 〆〆〆〆 W Z,08ヴ.5 "′′′# ⑩ 92,ヴ

董 水道及びエ業用水道 □ m 8 2,oo6.o/// 〆メメメメ o,200 0.4
ffb,公 共 下水 道 □ m3 2,006.0 / "〆メメメ

メ
o.450 0.9

合計 メメメメザメメメザメメメ# "′〆〆〆◎ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、・RI ゴー気 の 、 胆 、 Z 旭 の の 、′ ▼こ鰻 ノ、 Zく旭 へ の こ 、′っ

一
安 ′′ キ

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬ ⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

団101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 H□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 曙橋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o ゲ 4-

T 1 6 2 - 0 0 6 5 区市 町村 名亜新宿区

事業所等 の所在 地町名 番
雫

住吉町8-21 白砂ビル
以

事業所等の延床面積 m.5 〆睡筆現電宅蟹晴 婚溺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
轟
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 霊駕重義欄 間 4暫連鎖化事業区分 "圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o268)
①

48 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

83 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑨ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

84 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ ヴ18.6kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 撰裳 砂甲平米i
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

疑 寛潜も 。) 目
Nm3 19,2o6‐5 45.oo864 ‐3 o‐o14 43‐ヴ
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

『鰯零寵塙豊麗士躍↓…芸器量 8:8麗 8:8総量茎 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一Wh l04,450.0 9.76 1,019.4 0.382 39.9

規則第 5条の 1ヴ第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.o 9.ヴ6 ⑭ o.o o.382 ⑩ o.o

合 計 〆 --メーザーヂ〆〆〆がメメ ⑩ 1,883.7 が# ′′〆 ⑩ 83.6

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,055.0// 〆〆′〆 0.200 0.4
他 公共下水道 口 m3 2,o55.o ノ /" 〆メタデー

メ
o,450 0.9

合計 "〆##メメメ〆が〆〆′##〆メメガ⑩ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1 の の 、こ怨ノ、 水胆への

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ宏 の実施

1実績年度の目標達成の状況一際 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 小岩北口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o ゥ 5=

〒 1 3 3 - 0 0 5 7 区市 町村名醒江戸川区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

帥ぃ岩1-26-1
以

事業所等の延床面積 胆.68kll筆兎畿変型帯 婚闇墓圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 擾
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
蛋
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 製窯蕗養鯛 醗 4=連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 52 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 89 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 90 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
776,0 kg‐C02/ 江.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閣
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑧/1000)×⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

疑 雷電』 ) 目
Nm3 17,856‐o 45‐oo 8o3‐5 o‐o14 4o‐7
kg o.0 50.80 0,0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kwh o.0 9.28 0.0 0.382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合ろ昨キむ。) □ kW′h 126,721.0 9.ヴ6 1,236.8 0.382 48.4

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0.o 9郡 W o.0 0.3821 ⑩ 0.o

合 計 〆メーデー≠が-≠〆デー ///W 2,o40.3 ダメメ# 〆 ⑩ 89.1

煮 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,826・o 〆 / 〆′## 〆 o.200 0‐4
他 公共下水道 □ m3 1,826.o / / 〆′〆ザメ

メ
o.450 0,8

合計 メメ メ ダ##〆〆メメメメメ◎ 1.2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量キ

二酸化炭素排出量等の内3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への 水に半う二酸化′′,、 は、
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩:(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番



その 2 (表

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 葛西臨海公園店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7

〒 1 3 4 一 0 0 8 6 区市 町村名=江戸川区

事業所等の所在地町名番雫臨海町6-3-崎 以“ 葛西臨海公園内
以

事業所等の延床面積 ・20.oo同 筆筆兎畿喝誓茅許婚鷺匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圃他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
鞭 墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口複合施設 □その他

是蒼炉端零義参奪間 4暫連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) ① 35 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 61 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 62 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥:②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
508.3 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量敷1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧±(⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑧×44′12

驚覇忍もの 旨塾璽313,55繋駕都 6og:38:81き 38:8
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　　
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.9ゲ 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜=…22時~翌日8時) □ k「Wh o,0 9.28 0.0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合る治む。) □ kWh 80,122,0 9.76 ヴ82.0 0.382 30.6

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwb ⑩ 0,0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑭ 0.0

合 計 〆メーザーメタメーノ メ W 1,391.9 ザメ〆′ ⑩ 61.5

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,852.o // デーメメ 0.200 0.4

他 公共下水道 口 m3 1,85Zo / 〆〆 # デー o.450 0.8

合計 メ メ メ メメメメメメダメ◎ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※ 1 電気 の使 用 、水道 及 び 工 道 の z の ・′び に公ノ、 く旭 への z′こ、リニ 麦 ′′;、 里 、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ず D・偲 空調“ルター 清掃,点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー期 年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (そのZ)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 後楽園白山通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 6劃

〒 11 3 - O 0 3 3 区市 町村 名豊文京区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

本郷1-2o-4
以

事業所等の延床面積 ・24.22同 筆筆現畿窄繋覇 雷麗璽- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 □ その他

鯖 澱鴇事養鰯 間 4馨連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 59 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②二◎ ② 102 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 103 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
821.1 kg‐C02/1 ヱ

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の繊 i」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
辱

来ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×44′12

樽 覇 雇』 ) 目
Nm3 24,214‐7 46‐oo .'o89.ゲ o‐o14 55‐l
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

裏-磐聯繋者嘗鼠算葛蔓…蓋帯に 総量1; 8:8驚 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 124,595,0 9.76 1,216.0 0,382 47.6

寿昆貝-」第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh ② 0,0 9,76 49 0・0 0,382 ⑩ 0.○

合 計 一〆がーメーーメメーメメ /// ⑩ 2,3O5.7 - メーザーー≠〆ー⑩ io 念.7

そ 水道及び工業用水道 □ 2,288.o /// がザーザー o.200 0.5

舶 公 共 下水道 □ 。。3 2,288・O ///- 〆メーメーメメ
メ

O.45O .,o

合計 がメ〆## 〆〆メガ ""#メガ #"#〆ず⑩ 1.5
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸化炭

※ 1 コゴ気の 、7 道及 び 工 旭 の の ・び に公 ハ く胆 への くこ三つ二 0

⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 -ー

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 亀有南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 ヴ=

〒 1 2 5 一 0 0 6 1 区市 町村 名=葛飾区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

亀有3-7-11 鞠子運送ビル.F
以

事業所等の延床面積 鰯.39回 1筆現篭窄塾晴 蛋闇←・年度分 圃・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 冒
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華
麗
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□複合施設 口その他

鯖 ,堺轟参養雀奪醐 4=連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

票年ら度のの楳変告更内寮融 璃 ~融 肌 4防水改修工事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,。258)
W

54 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②。⑯)
②

92 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量 伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

総 計 (④。②+③)
④

93 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 727.9kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排挙亭敷i
使 用 ⑧ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑧ ⑬‐⑧×⑨×44/12

辞 耀 』 ) 目
Nm3 17'961‐4 45‐oo 8o8‐3 o‐o14 4o‐9
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0,0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0,019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () 口 0,0

要一鰯雲蕃者冨豊麗耀… 豊 8B綴 8:8凝議 8名
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 134,945.0 9.ツ6 1,31ゲ.1 0.382 51,5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,0 9.76 W o.0 0,382 ⑨ 0,0

合 計 #" メメメメメ〆〆〆 W Z,125.3 "## 〆′ ⑩ 92.4

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,115.o ノ / ノ メデーメタ〆 o.200 0.4

電 公共下水道 □ m 3 2,115.o/ 〆 "ず〆 # o・4501 ・0
合計 ""〆#ずメメメが##ダダメメメ〆# ⑪ 1,4

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 ゴ気 の 、z 胆 、エ ー 旭 の の 、′ 、こ宏ノ、 水 7岨へ の 水 こ 、っ一 火 、 里

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 」1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌


